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脳
神
経

外
科
領
域
で

扱
う
疾
患
は

脳
血
管
障
害
（
い

わ
ゆ
る
脳
卒
中
）
が
最
も
多
く
、
そ
こ
で
は

原
疾
患
に
対
す
る
治
療
と
同
時
に
、
呼
吸
・

循
環
管
理
や
栄
養
管
理
を
含
む
全
身
管
理

が
重
要
と
な
る
。

脳
卒
中
で
緊
急
入
院
す
る
患
者
の
多
く

は
、直
前
ま
で
胃
腸
が
機
能
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
、
問
題
が
な
け
れ
ば
引
き

続
き
胃
腸
を
使
っ
た
栄
養
投
与
（
経
腸
栄

養
）を
行
う
ほ
う
が
生
理
的
で
あ
る
。
経
腸

栄
養
を
開
始
す
る
際
に
は
、
脳
圧
亢
進
時

の
嘔
吐
に
よ
る
誤
嚥
、
経
腸
栄
養
に
よ
る

下
痢
で
脱
水
を
起
こ
し
た
場
合
の
脳
循
環

へ
の
悪
影
響
、
チ
ュ
ー
ブ
誤
接
続
の
危
険
性

な
ど
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

病
状
回
復
の
状
態
、
嚥
下
機
能
検
査
の
結

果
に
そ
っ
て
、
経
口
摂
取
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
。

嚥
下
機
能
検
査
で
は
、
飲
み
込
ん
だ
も
の
が
食

道
あ
る
い
は
気
道
に
送
り
込
ま
れ
る
様
子
を

画
像
で
確
認
で
き
る
た
め
、
同
席
す
る
家
族
も

「
む
せ
の
な
い
状
態
で
の
誤
嚥
」（
＝
不
顕
性

誤
嚥
）
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
や
す
い
。
実
際

の
嚥
下
訓
練
は
訓
練
食（
液
体
、
流
動
体
、
固

体
）
に
よ
っ
て
行
う
が
、
む
せ
た
と
き
に
咳
に

よ
っ
て
全
部
口
腔
内
に
戻
す
こ
と（
＝
反
射
）が

で
き
れ
ば
誤
嚥
は
し
な
い
。
こ
の
反
射
の
有
無

に
よ
り
、
ど
の
形
態
の
も
の
な
ら
ば
口
か
ら
食

べ
ら
れ
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
適
応
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
前
／
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
開
始
前
／
脱
水
・
低
栄
養
状
態
に
な
る

前
／
転
院
・
在
宅
移
行
の
前
と
考
え
て
い

る
。こ
こ
で
は
、
家
族
も
参
加
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｔ

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

必
要
な
栄
養
・
水
分
を
確
実
に
胃
瘻
か

東
京
大

学
胃
瘻
外

来
開
設
か
ら

１
年
の
間
に
、
院

内
の
多
科
か
ら
67
件
の
胃
瘻
造
設
依
頼
が

あ
っ
た
。
神
経
内
科
か
ら
の
依
頼
が
27
件
と

圧
倒
的
に
多
く
、
老
年
病
科
か
ら
８
件
、
脳

外
科
か
ら
は
4
例
。
症
状
と
し
て
は
脳
血
管

障
害
（
24
例
）、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
12
例
）、

痴
呆
（
10
例
）、
Ａ
Ｌ
Ｓ
＝
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症（
６
例
）な
ど
が
多
い
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候

群
）
は
症
状
が
悪
化
す
る
と
徐
々
に
嚥
下

機
能
が
低
下
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
ま
っ
た

く
口
か
ら
食
事
が
で
き
な
い
状
態
と
は
い

え
な
く
て
も
、
十
分
量
を
食
べ
ら
れ
な
い
こ

と
に
よ
る
低
栄
養
（
＝
全
身
状
態
悪
化
）、

誤
嚥
に
よ
る
嚥
下
性
肺
炎
、
内
服
薬
が
飲

み
込
め
な
い
こ
と
に
よ
る
治
療
の
中
断
な

ど
が
惹
き
起
こ
さ
れ
、
そ
れ
が
更
な
る
病

状
の
悪
化
を
招
き
、
悪
循
環
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
症
状
に
対
し
、
胃
瘻
を
造
る

こ
と
は
、
必
要
な
栄
養
や
内
服
薬
を
胃
瘻

か
ら
投
与
で
き
、
嚥
下
性
肺
炎
の
治
療
・

予
防
に
有
用
で
あ
り
、
疾
患
自
体
を
も
改

善
さ
せ
う
る
。
12
例
中
２
例
は
病
状
が
改

善
し
、
そ
の
う
ち
の
１
例
は
、
ベ
ッ
ド
上
で

の
生
活
か
ら
車
椅
子
に
乗
っ
て
退
院
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

疾
患
と
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
次
に

依
頼
の
多
か
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｓ
も
、
神
経
難
病

で
あ
る
。
嚥
下
機
能
障
害
や
低
栄
養
、
呼

１
月
30
日
、
学
会
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
あ
り
方

─
病
院
規
模
別
に
見
た
理
想
と
現
実
」。大

阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・

岡
田
正
先
生
の
司
会
の
下
、
パ
ネ
ラ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
理
想

と
現
実
を
報
告
し
た
。
大
学
病
院
（
金
沢

大
学
・
大
阪
大
学
・
岡
山
大
学
）
か
ら
の

報
告
で
は
、
患
者
数
・
診
療
科
目
数
の
多

さ
、
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
な
ど
か
ら
、

理
想
と
さ
れ
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
活
動（
全
科
型
・

Ｎ
Ｓ
Ｔ
回
診
な
ど
）
を
実
施
す
る
よ
り
も
、

依
頼
さ
れ
た
患
者
個
々
の
病
状
に
適
正
な

さ
る
１
月
29
〜
30
日
、
大
阪
国
際
会
議
場
に
て
第
19
回
日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会（JSP

EN

）が
開
催
さ
れ

た
。
２
日
間
を
通
し
医
師･

看
護
師･

栄
養
士･

薬
剤
師
な
ど
２
５
０
０
余
名
が
参
加
、
同
時
開
催
の
教
育
セ

ミ
ナ
ー
に
も
３
０
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。

臨
床
現
場
で
の
栄
養
を
重
視
す
る
本
学
会
を
、「
胃
ろ
う
と
栄
養
の
情
報
紙
」Ｐ
Ｄ
Ｎ
通
信
編
集
部
は
、
特
に

胃
瘻
と
Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
取
材
し
た
。

メ
ー
カ
ー
共
催
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
褥
瘡
患
者
へ
の
対
応
と
栄
養
管

理
」（
共
催:

エ
ス
エ
ス
製
薬
株
式
会
社
）
で
「
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」、「M

eet th
e Exp

erts

」（
共
催:

味
の
素
フ
ァ
ル
マ
株
式
会
社
）

で
は
、「
経
腸
栄
養
施
行
中
の
注
意
点（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
管
理
も
含
め
て
）」が

と
り
あ
げ
ら
れ
た
。　
　
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
イ
ブ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
→
２
面
）

栄
養
管
理
を
行
う
こ
と
や
、
院
内
ス
タ
ッ
フ

の
栄
養
管
理
・
チ
ー
ム
医
療
に
対
す
る
認

識
の
レ
ベ
ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
大
学

病
院
と
し
て
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
役
割
（
限
界
？
）

と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

院
内
の
枠
を
超
え
、
地
域
住
民
（
特

に
高
齢
患
者
）
の
低
栄
養
を
予
防
し
、

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
基
本
と
し
て
の
栄
養

管
理
を
確
立
す
る
た
め
に
、
地
域
の
中

核
病
院
が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
確
立
・
定
着
さ

せ
、
周
囲
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
ゆ

く
こ
と
が
、
ま
さ
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

ら
補
給
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
再
び
食
べ
る
こ

と
へ
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
医
療
者

も
患
者
・
家
族
も
知
っ
て
ほ
し
い
。

吸
機
能
障
害
の
進
行
具
合
に
よ
っ
て
は
、
リ

ス
ク
の
高
い
状
況
に
も
な
る
。
嚥
下
障
害

が
起
こ
る
段
階
で
は
、
呼
吸
機
能
も
か
な

り
低
下
し
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
お
い
て
は
、

呼
吸
機
能
が
十
分
保
た
れ
て
い
る
段
階
で

将
来
の
嚥
下
機
能
障
害
を
見
越
し
て
、
予

防
的
に
胃
瘻
造
説
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。

会
期
中
、
メ
ー
カ
ー
協
賛
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ど
の
会
場
も
立
ち
見
が

出
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
編
集
部
は
29
日
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
神
経

疾
患
領
域
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
適
用
領
域
の
拡
大
」（
共
催:

ボ
ス
ト
ン
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
）
を
取
材
し
た
。
座
長
は
大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
外
科
・
西
口
幸
雄
先
生
。
演
者
は
東
京
大
学
胃
食
道
外
科
・
山
口
浩
和
先
生
と

中
国
労
災
病
院
脳
神
経
外
科
・
三
原
千
恵
先
生
。
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
。

[No.821] 日本静脈経腸栄養学会JSPENに参加しました
 From：NST過疎地の栄養士 

はじめまして。
NSTの過疎地域で何とかNSTを立ち上げようと努力している

栄養士です。今回のJSPENに参加いたしました。
そこで、PEGの有用性を改めて認識いたしました。特にだれ

だったか忘れましたが、“口から食べるためのPEG”という言葉に
感銘を受けて帰ってまいりました。当院は長期療養型の精神と老
人の病院で少し前まではほとんどすべての患者様が経口摂取が
可能でしたが、最近じわじわENの患者様が増えてきました。そ
んな時院長がPEGの導入を考えているとの情報を得ました。当
然管理上のメリットや経営上のメリットがありますが、栄養士と
してはこれで安全な補給ルートが確保されましたので、嚥下訓
練食やこれに類したものの提供や、リハビリテーションが可能に
なったと思います。当院はまだまだ栄養管理についてはそれが何
者なのか、その有用性を知っているものが少ないなどの問題があ
ります（まぁまだほとんどの患者様が経口摂取可能な方で、栄養
状態にも問題はありませんからそうなのかしれません）。しかし
基本的医療である栄養管理のベースアップが出来れば当然、医
療全体の質が向上すると考えていますので、なんとしてもNST、
PEG、その他栄養管理の充実に努力したいと考えております。
こちらで多くの勉強をさせていただきたいと思います。

	 2面	 NSTイブニングフォーラム
	 4面	 在宅医療の現場から⑦
	 6面	 地域連携カンファレンス⑦
	 8面	 わたしのまちの病院⑧
	 10面	 PDN談話室	Webセミナー⑥
	 12面	 医療者向け特別寄稿
	 14面	 嚥下障害治療におけるPEGの位置付け
	 17面	 医師との上手なお付き合い
	 18面	 患者家族体験記⑥
	 19面	 PDN広場
	 20面	 医療機関リスト

主
な
記
事

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
共
通
項
「
栄
養
」

難
病
治
療
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
有
用
性

山
口
浩
和
先
生

ポスターセッション会場

脳
神
経
疾
患
領
域
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
適
応
の
タ
イ
ミ
ン
グ

三
原
千
恵
先
生

第19回会長
大阪大学保健学科教授
髙木洋治先生

１月29〜30日
第19回 日本静脈経腸栄養学会

第 7 号
2004 Apr

PDNホームページ談話室への投稿より

Ｐ
Ｅ
Ｇ
適
用
領
域
の
拡
大

─
再
び
食
べ
る
た
め
に

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

─
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
あ
り
方



Ｐ Ｄ Ｎ 通 信 2004 年 4 月 1 日発行（年 4 回発行）　　（2）第 7 号

※ 日付・住所・電話番号・所属・役職などは発行時のものです。　　Copyright© 2001-2011 PEG Doctors Network.All Rights Reserved. http://www.peg.or.jp/

小
越
章
平
先
生
（
元
高
知
医
科
大
学
副

学
長
）、
キ
ャ
プ
テ
ン
：
東
口
髙
志
先
生

（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
外
科
学
・
緩
和

ケ
ア
教
授
）
の
下
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と

呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
別
の
中
心
メ
ン
バ
ー
、

更
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
及
び
稼
動
希
望
施
設

（
代
表
者
は
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
呼
称
）
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
の
た
め

の
情
報
交
換
、
教
育
、
運
営
方
式
の
指

導
の
た
め
に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活

用
し
な
が
ら
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
に
必
要
な
資

料
の
提
供
、
講
師
派
遣
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
見
学

受
け
入
れ
施
設
の
紹
介
な
ど
を
行
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の

Ｎ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
の
情
報

交
換
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

大
柳
治
正
先
生
の
「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
意
義

は
厚
生
労
働
省
の
企
画
官
も
認
識
し
て

い
る
。
学
会
と
し
て
も
正
式
に
方
向
性

を
打
ち
出
し
、
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
挨
拶
に
続
き
、
学
会
認
定
資
格
で

あ
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
専
門
療
法
士
お
よ
び
そ
の

資
格
取
得
の
流
れ
に
つ
い
て
、
入
山
圭
二

先
生（
桑
名
市
民
病
院
院
長
）か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。
N
S
T
専
門
療
法
士
認
定

は
、
患
者
の
病
態
に
応
じ
た
適
切
な
臨

床
栄
養
管
理
を
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
行

な
え
る
N
S
T
専
門
療
法
士
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
る
。

続
い
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ
ャ
プ
テ
ン
の

東
口
髙
志
先
生
に
よ
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

会
議
報
告
、
電
子（
カ
ル
テ
）化
対
応
検
討

委
員
の
野
上
哲
史
先
生
（
熊
本
第
一
病
院

副
院
長
）・
飯
島
正
平
先
生（
箕
面
市
立
病

院
外
科
）か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

「
厚
生
労
働
省
は
2
0
0
6
年
ま
で
に

4
0
0
床
以
上
の
病
院
で
電
子
カ
ル
テ
を

導
入
し
よ
う
と
い
う
５
ヵ
年
計
画
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
含
め
、
情
報
が
一

元
化
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、

『
情
報
検
索
・
参
照
が
簡
単
に
で
き
る
こ

と
、
そ
の
情
報
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
簡
単

に
書
き
込
み
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
情
報

を
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
て
い
け
る
こ
と
』

の
３
要
件
を
満
た
す
電
子
カ
ル
テ
で
あ
る
。

学
会
を
通
し
て
標
準
的
な
内
容
を
備
え
て

い
く
こ
と
が
急
務
」
と
述
べ
た
電
子
化
対
応

検
討
委
員
会
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
会
場
の
参
加

者
か
ら
の
質
問
に
壇
上
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
の
メ
ン
バ
ー
が
答
え
る
『
Ｎ
Ｓ
Ｔ
な
ん
で

も
相
談
』。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
中
の
施
設
の
悩

み
、
稼
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
施
設
か
ら

の
相
談
を
受
け
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

次
々
と
手
が
挙
が
る
会
場
か
ら
の
質
問

に
、
自
施
設
で
の
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
の
先
生
方
が
回
答
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
な
ん
で
も
相
談

（
お
も
な
Q
&
A
か
ら
）

Ｑ
患
者
さ
ん
の
急
変
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

Ａ
急
変
時
に
チ
ー
ム
全
体
が
即
対
応

す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
難
し
い
。

当
院
で
は
Ｎ
Ｓ
Ｔ
管
理
の
患
者
さ
ん
に
は

担
当
の
栄
養
士
が
日
々
患
者
の
経
過
を

追
っ
て
い
る
。
急
変
時
に
は
ま
ず
医
師
に
連

絡
が
来
る
。
2
・
3
日
の
短
い
タ
イ
ム
ス
パ

ン
で
栄
養
管
理
上
非
常
に
特
殊
な
変
更
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
起
き
た
と

き
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
医
師
が
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
が
現
状
。
そ
の
後
は
主
治
医
が

指
示
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
栄
養
管
理
そ

の
も
の
の
良
し
悪
し
の
判
断
は
、
週
に
１
度

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
十
分
だ
と
思
う
。

Ａ
当
院
で
は
当
番
医
を
決
め
て
い

る
の
で
、
緊
急
の
要
請
に
は
そ

の
当
番
医
が
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
投
与
す
る
輸
液
や
栄
養
剤
に
含

ま
れ
る
水
分
量
や
電
解
質
量
に

つ
い
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
ど
こ
ま
で
対
応
し

た
ら
よ
い
の
か
。（
司
会
よ
り
「
１
ア
ン

プ
ル
に
含
ま
れ
る
水
分
量
や
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
量
は
計
算
す
る
か
と
い
う
質
問
」）

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
栄
養
管
理
が
目
的
の

チ
ー
ム
医
療
な
の
で
、
栄
養
管
理

に
関
す
る
こ
と
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
体
内
に
入
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
薬
剤
師
が
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
ど
う
す
る

か
を
決
め
る
の
は
主
治
医
で
は
な
い
か
。

Ａ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
管
理
が
必
要
な
患

者
で
あ
れ
ば
当
然
や
る
必
要
性
が

あ
る
が
、
す
べ
て
に
お
い
て
行
お
う
と
す

れ
ば
、
採
血
10
㏄
で
体
内
の
水
分
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
重
要

度
を
考
え
て
行
う
べ
き
だ
と
思
う
。

Ａ
使
用
量
が
わ
ず
か
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
死
亡
す
る
確
率
は
ゼ
ロ
で
は

な
い
。
重
症
患
者
に
は
そ
う
い
う
細
か
い

こ
と
に
も
気
を
つ
け
て
救
命
す
る
情
熱

を
持
っ
た
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ

に
は
？

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
、

よ
か
っ
た
、
と
い
う
感
想
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
当
院
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
勉
強
会
で
は
、
高

度
な
理
論
ば
か
り
を
続
け
ず
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

な
も
の
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
嚥
下
食
の
試

飲
・
試
食
会
な
ど
も
入
れ
て
い
る
。

Ａ
勉
強
会
に
つ
い
て
は
院
内
の
各

診
療
科
の
先
生
に
講
師
を
お
願

い
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
は
、

メ
ン
バ
ー
が
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を

決
め
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
進
め
た
。

Ａ
テ
ー
マ
を
広
げ
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
。
褥
瘡
、
嚥
下
、
外
来
な
ど

に
も
枠
を
広
げ
る
。
そ
の
先
々
で
新
た

な
抵
抗
勢
力
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
い
く
中

で
劇
的
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
と
マ
ン

ネ
リ
化
が
払
拭
さ
れ
る
。
と
き
に
は
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
症
例
研
究
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。Ａ

当
院
は
外
部
か
ら
見
学
者
が
来
る

機
会
が
多
く
、
そ
の
刺
激
が
ス
タ
ッ

フ
の
士
気
を
高
め
て
マ
ン
ネ
リ
化
を
吹
き

飛
ば
し
、
患
者
を
良
く
診
る
よ
う
に
な
る
。

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
業
務
で
あ
る
な
ら
ば
、

プ
ロ
と
し
て
マ
ン
ネ
リ
化
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
コ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
他
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て

そ
の
士
気
を
高
め
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に

も
気
を
配
り
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
。

私
自
身
は
、
近
隣
病
院
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
か

ら
講
師
に
来
て
い
た
だ
き
、
見
学
会
を

行
っ
て
新
し
い
風
を
取
り
入
れ
た
。

Ｑ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
効
果
を
よ
り
鮮
明
に

示
す
た
め
に
は
？

Ａ
症
例
を
あ
る
程
度
限
定
し
、
同

じ
条
件
で
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
介
入
し
た

と
き
と
し
な
い
と
き
で
検
討
し
て
い
る
。

Ａ
経
済
効
果
ま
で
は
ま
だ
出
せ
て
い
な

い
が
、
確
実
に
患
者
の
病
態
が
改
善

し
、
病
棟
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良

く
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ａ
高
齢
者
の
再
入
院
や
肺
炎
の
発
生

を
減
ら
す
の
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
介
入
が

効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き

る
と
思
う
。
ま
た
、
長
期
入
院
に
な
る
理

由
を
見
直
す
と
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
こ
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
介

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善
が
見
ら
れ
る

と
い
う
と
こ
ろ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
有
用
性
は
、
入
院
期
間
、

コ
ス
ト
、
合
併
症
の
発
生
率
、
患

者
満
足
度
な
ど
を
、
同
じ
指
標
を
作
っ
て

導
入
前
と
後
を
比
較
検
討
し
、
地
道
に
１

例
１
例
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
さ
ら

に
１
病
院
で
は
な
く
多
施
設
か
ら
の
報
告

1
月
28
日
午
後
4
時
半
、
大
阪
国

際
会
議
場
５
階
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
受

付
に
は
人
の
列
。「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
イ
ブ
ニ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
共
催
：
日
本
静
脈
経
腸

栄
養
学
会
・
大
塚
製
薬
株
式
会
社
・

株
式
会
社
大
塚
製
薬
工
場
）
に
参
加
し

よ
う
と
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
医
療
従
事

者
た
ち
で
あ
る
。
開
始
ま
で
30
分
余
、

会
場
が
徐
々
に
埋
ま
っ
て
い
く
。

日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会
の
Ｎ
Ｓ

Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
マ
ン
ダ
ー
：

大
柳
治
正
先
生
（
近
畿
大
学
病
院
長

･
外
科
学
教
授
）、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：

ＮＳＴイブニングフォーラム
全国から５００名が参加
The 19th JSPEN

お問合せ・ご注文はＰＤＮ事務局まで。
TEL：03-6228-3611　　　　FAX：03-6228-3730 

URL：http://www.peg.or.jp/
「PDNショップ」からもご注文頂けます。

いつ、どこの病院で、誰（医師）が胃ろうを造り、次
の交換日はいつ頃かなど、最低限知っておかねばなら
ないことを記録し、一人ひとりの胃ろうについての情
報を、患者さん ･ 介護者と医療者が共有するための手
帳です。カテーテルの特徴や日常のお手入れ、困った
ときの対処法もついています。

B5 判　32 頁　500 円

一人ひとりの胃ろうの戸籍簿
胃ろう手帳 PEG ドクターズネットワーク 編

筆者は自ら「胃瘻専門医院」を名のって開業、ＰＥＧ
ならではの在宅栄養管理を実践されています。医療制
度の根本が問われるいま、開業医自らの改革を訴える
本書は、開業医復権のシナリオを示すと共に、一般読
者にもＰＥＧとは何かがわかる解説書です。

四六判　300 頁　1890 円

胃ろうへの理解を深める

ＰＥＧを味方にすれば町医者は病院に負けない！
小川医院院長 ･ 小川滋彦 著

ＢＯＯＫ　ＳＨＥＬＦ
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す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
メ
デ
ィ

ア
も
注
目
し
、
そ
の
効
果
も
大
き
い
。
昨

年
、
日
経
新
聞
に
取
り
あ
げ
ら
れ
そ
の
反

響
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
に
注
目
さ
れ

る
活
動
も
並
行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
ろ

う
。少

子
高
齢
化
社
会
へ
の

対
策
ツ
ー
ル

Ｎ
Ｓ
Ｔ
介
入
よ
る
適
正
な
栄
養
投

与
ル
ー
ト
の
選
択
は
、
静
脈
栄
養
薬
剤

使
用
量
が
減
る
分
、
経
腸
栄
養
剤
使
用

量
（
＝
コ
ス
ト
）が
増
え
る
と
い
う
現
象

も
生
み
出
す
。
し
か
し
、『
栄
養
部
門
で

の
赤
字
こ
そ
が
、
病
院
経
営
を
良
く
し

て
い
る
証
で
あ
る
』と
い
う
視
点
に
転
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に

在
院
日
数
が
短
縮
し
て
い
る
場
合
も
、

質
の
低
下
し
た
医
療
で
最
終
的
な
し
わ

寄
せ
を
患
者
サ
イ
ド
に
負
わ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

栄
養
管
理
の
必
要
性
を
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼

動
施
設
数
で
、
医
療
費
削
減
効
果
を

Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
効
果

で
、
い
ず
れ
も
数
字
に
表
す
こ
と
が
最

も
説
得
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

真
の
改
革
と
は
、
一
気
に
炸
裂
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
確
実
に
力

を
た
め
て
浸
透
さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い

く
も
の
だ
と
思
う
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
少
子
高

齢
化
社
会
が
は
ら
む
多
く
の
問
題
解
決

の
た
め
の
対
策
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
。

（
編
集
部
ま
と
め
）

※
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
＝D

iagnosis Procedure 
Com

bination

：
診
断
群
分
類
別
包
括
評
価
）

２
０
０
３
年
４
月
か
ら
大
学
病
院
な
ど
の
高
度
な
機

能
を
持
つ
全
国
の
82
病
院
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
、
入
院

診
療
報
酬
評
価
の
見
直
し（
包
括
化
）の
こ
と
。
病
気
ご

と（
現
在
、
１
８
６
０
診
断
群
分
類
が
あ
る
）に
検
査
・

治
療
・
投
薬
な
ど
の
費
用
が
一
定
の
金
額
に
定
め
ら

れ
て
お
り
、
実
際
に
か
か
っ
た
費
用
に
か
か
わ
ら
ず
、

診
療
報
酬
は
定
額
払
い
と
な
る
。
た
だ
し
、
医
師
の
手

術
、
麻
酔
、
放
射
線
治
療
、
内
視
鏡
検
査
等
な
ど
は
従

来
の
出
来
高
払
い
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
診
療
報
酬
点

数
は
包
括
部
分
と
出
来
高
部
分
の
合
算
と
な
る
。

果
と
い
え
る
。
経
営
者
対
象
の
勉
強
会
や

講
演
会
な
ど
を
、
近
隣
の
病
院
や
医
師
会
、

看
護
協
会
な
ど
を
巻
き
こ
ん
で
い
く
こ
と

で
、
稼
動
施
設
も
加
速
的
に
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

D
P
C
を

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
追
い
風
に

Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
の
背
景
と
し
て
、
D
P
C
の

導
入
に
よ
り
在
院
日
数
の
短
縮
や
薬
剤
経
費

の
節
減
が
各
医
療
機
関
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
N
S
T
が
そ
れ
ら

に
対
し
て
有
用
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
て

い
る
証
と
思
わ
れ
る
。
縦
割
り
社
会
特
有
の

右
へ
な
ら
え
が
指
摘
さ
れ
る
大
学
病
院
に
お

い
て
も
、
い
っ
た
ん
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
関
連
病
院

へ
の
波
及
の
み
な
ら
ず
一
般
病
院
へ
の
影
響
力

も
大
き
い
。
多
く
の
一
般
病
院
が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を

立
ち
上
げ
、
逆
に
大
学
病
院
が
取
り
組
み
や

す
い
状
況
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
と
に

か
く
、
稼
動
施
設
を
増
や
す
こ
と
で
社
会
の

中
に
N
S
T
を
一
般
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

地
域
ぐ
る
み
、
社
会
全
体

で
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
啓
発
活
動
を

Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
地
区
を
中
心
に
、
地
域
単

位
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
研
究
会
が
全
国
各
地
で
発
足

し
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
地
域
ぐ
る
み
で

稼
動
施
設
を
増
や
し
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
質
を
高

め
る
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。
ど
こ
の
病
院
に

も
当
り
前
の
よ
う
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

昨
年
、
尾
鷲
で
栄
養
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
行
な
っ
た
際
、「
市
民
の
た
め
の
公
開
講

座
」を
同
時
開
催
し
た
。
市
民
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
い

う
言
葉
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
、
参
加
し
た

市
民
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
、
栄

養
食
品
の
試
食
・
試
飲
を
行
な
っ
て
Ｎ
Ｓ
Ｔ

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地
元
で
の

活
動
を
各
地
域
で
継
続
し
て
欲
し
い
。
全
国

で
同
時
多
発
的
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
市
民
講
座
を
開
催

全
国
の
参
加
施
設
数
の

現
状
と
推
移
及
び
問
題
点

N
S
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
現
在

３
７
３
施
設
が
参
加
、
１
４
４
施
設
で

稼
動
し
て
お
り
、
急
激
に
増
え
て
い
る
。

独
立
行
政
法
人
化
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
導
入
の

影
響
も
あ
る
の
か
、
15
の
大
学
病
院
で

稼
動
し
始
め
、
単
科
型
か
ら
複
数
科
型

あ
る
い
は
全
科
型
へ
向
け
て
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

こ
の
１
年
、
１
週
間
に
１
施
設
の
割

合
で
稼
動
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、

こ
の
増
加
傾
向
か
ら
予
測
す
る
と
、
２

年
後
に
は
３
５
０
施
設
で
の
稼
動
が

推
測
さ
れ
る
。
目
標
稼
動
施
設
数
は

５
０
０
。
達
成
す
れ
ば
、
ど
の
地
域
に
も

N
S
T
が
存
在
し
、
チ
ー
ム
医
療
や
栄

養
管
理
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
部
地
区
は
、
１
３
１
の
稼
動
施
設

の
う
ち
45
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。
こ

れ
は
経
営
者
に
対
す
る
働
き
か
け
の
成

一
番
や
り
や
す
い
か
を
考
え
て
取
り
組
め

ば
よ
い
と
思
う
。
今
日
で
は
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
い

う
言
葉
も
普
及
し
て
き
て
い
る
し
、Ｄ
Ｐ
Ｃ

（
包
括
制
）
導
入
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
Ｎ

Ｓ
Ｔ
に
取
り
組
み
た
い
ト
ッ
プ
は
多
い
と

思
う
。Ｑ

１
年
ほ
ど
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
運
営
し
て
き

た
が
、
リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
も
治
療
に
活
か
さ
れ
る
の
は
1
/
3
く

ら
い
、
と
い
う
状
況
。

Ａ
主
治
医
と
の
折
衝
は
ハ
ー
ド
だ

が
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
働
き
と
主
治
医
の

治
療
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

い
。
主
治
医
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ

ム
が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
だ
と
い
う
意
志
の
疎
通
を

図
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

Ａ
ナ
ー
ス
の
立
場
と
し
て
、
そ
の
ド
ク

タ
ー
の
下
の
所
属
ナ
ー
ス
た
ち
を

通
し
て
主
治
医
の
先
生
を
取
り
込
む
よ
う

に
し
て
い
る
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強

会
な
ど
に
出
て
き
て
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
、
と
い
う
姿
勢
で
一
緒
に
参
加
し
て
計

画
を
立
て
る
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
う

と
、
こ
ち
ら
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｑ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
管
理
と
な
る
患
者
の

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
方
法
は
？

Ａ
当
院
で
は
栄
養
評
価
表
を
作
っ
て

お
り
担
当
の
ナ
ー
ス
が
入
院
時
一

度
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。
そ
こ
で
チ
ェ
ッ

ク
項
目
に
ひ
と
つ
で
も
該
当
す
る
ケ
ー
ス

が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
登
録
さ
れ
、
そ
れ
以
降
退
院

ま
で
１
週
間
ご
と
に
繰
り
返
し
て
い
る
。

に
意
味
が
あ
る
。

Ａ
高
齢
者
に
焦
点
を
当
て
て
ほ
し

い
。
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
が
使
え

な
い
患
者
に
お
け
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
介
入
と

非
介
入
の
差
を
見
れ
ば
明
ら
か
。
80
歳

以
上
の
超
高
齢
者
の
胃
切
除
症
例
な

ど
で
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

と
思
う
。

Ｑ
院
内
の
組
織
形
態
と
し
て
、

小
委
員
会
が
で
き
て
い
な
い
。

す
べ
て
を
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
や
る
べ
き
か
。

Ａ
組
織
を
ど
こ
に
組
み
込
む
か
は

栄
養
委
員
会
・
褥
瘡
チ
ー
ム
な

ど
、
個
々
の
病
院
ご
と
に
異
な
る
と
思

う
。
あ
ま
り
委
員
会
ば
か
り
作
っ
て
も

会
議
に
追
わ
れ
る
の
で
、
既
存
の
シ
ス
テ

ム
に
入
れ
る
の
が
合
理
的
か
と
思
う
。

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
下
に
い
ろ
い
ろ
な
組

織
を
作
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
事
情
で
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。

Ｑ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
立
ち
上
げ
に
あ
た
っ

て
の
失
敗
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
が
あ
れ
ば
。

Ａ
私
の
と
こ
ろ
で
は
管
理
栄
養
士

が
院
長
や
看
護
部
長
に
話
を

持
っ
て
い
っ
た
。
な
か
な
か
前
進
で
き
な

か
っ
た
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
意
義
を
毎
日
の

よ
う
に
伝
え
る
こ
と
で
理
解
が
得
ら
れ

た
。
病
院
の
組
織
を
動
か
す
の
は
病
院

運
営
委
員
会
な
の
で
、
そ
の
委

員
会
で
検
討
し
て
も
ら
っ
た
。

積
極
的
な
ド
ク
タ
ー
と
病
院
長

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
全
科
型
の

Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
な
っ
た
。
病
院
と
し

て
ど
う
い
う
組
織
で
動
く
の
が

今こそ地域ぐるみのＮＳＴを
藤田保健衛生大学外科学・緩和ケア教授

東口髙志先生

タスクフォース会議報告
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最
近
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
九
十
五
歳
の
Ｔ
さ
ん
が
、

寝
た
き
り
だ
っ
た
Ｔ
さ
ん
が
、
胃
ろ

う
栄
養
で
元
気
に
な
っ
て
三
泊
四
日

の
東
京
旅
行
を
果
た
し
た
か
ら
で

す
。正

直
に
白
状
す
る
と
「
P
E
G
、

P
E
G
」
と
念
仏
の
よ
う
に
唱
え
な

て
お
ら
れ
る
！
ま
た
あ
る
日
の
こ
と
、

坐
っ
て
編
物
を
し
て
お
ら
れ
る
！！
？

そ
の
ま
た
あ
る
日
の
こ
と
、「
イ
ツ
モ

ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
え
っ
？
お

話
な
さ
る
ん
だ
。つ
い
先
日
、
同
居
の

娘
さ
ん
が
し
み
じ
み
と
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
が
、
ず
っ
と
ス
ラ
ン
プ

が
続
い
て
、
あ
る
日
突
然
何
か
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
何
ヶ
月
か

が
ら
も
、
疑
り
深
い
私
は
、
在
宅
医

療
と
胃
ろ
う
栄
養
の
こ
と
を
心
底
信

用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
さ
ら
何
を
言
う

ん
だ
、
と
お
叱
り
を
受
け
る
で
し
ょ

う
。
で
も
そ
の
く
ら
い
胃
ろ
う
が
本

当
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
か
、
わ
が
事
の

よ
う
に
心
配
し
て
い
た
の
で
す
。
先
の

号
で
胃
ろ
う
利
用
者
さ
ん
た
ち
に
ご

回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、
そ

せ
る
ま
で
に
一
年
は
か
か
る
。
三
ヶ
月

く
ら
い
で
良
く
な
ら
な
い
か
ら
と
言
っ

て
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
。
一
年
は

地
道
に
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
、

と
手
を
抜
か
ず
に
胃
ろ
う
栄
養
を
続

け
て
み
る
こ
と
で
す
。

Ｔ
さ
ん
を
初
め
て
往
診
し
た
時
、

酸
素
が
低
い
の
で
在
宅
酸
素
療
法
を

受
け
て
お
ら
れ
、
体
は
や
せ
細
り
、
ご

自
分
か
ら
言
葉
を
発
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
往
診
は
月

に
一
〜
二
回
、
こ
れ
で
約
二
年
で
す
。

半
年
く
ら
い
た
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
、

寝
た
き
り
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
坐
っ

㈠
と
に
か
く
胃
ろ
う
栄
養
を
選
択
し
た

Ｔ
さ
ん
の
肺
に
は
重
い
病
気
を
疑

う
影
が
あ
り
、
栄
養
状
態
も
悪
く
超

高
齢
で
も
あ
り
、
主
治
医
の
先
生
は

胃
ろ
う
の
導
入
に
当
初
は
反
対
し
て

い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
訪
問
看
護

師
さ
ん
の
強
い
す
す
め
で
胃
ろ
う
手

術
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
最

初
の
こ
の
決
断
が
な
け
れ
ば
、
母
は

今
頃
こ
の
世
に
い
な
い
は
ず
だ
と
娘

さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

㈡
あ
き
ら
め
ず
に
胃
ろ
う
栄
養
を
継

続
し
た

高
齢
者
の
場
合
、
よ
い
結
果
を
出

平成13年 ６月 胃ろうの手術。

平成14年

２月 ゴーフルを口にする。１日に栄養剤750kcal＋ジュース200mL＋白湯300mL注入。
３月 小川医院に往診依頼。身長137cm、体重29kg。
４月 ベッドから転落。大腿骨頸部骨折で手術。術後１週間で退院。
６月 アジの塩焼きを一口。家族と同じ食卓で。
８月 「まだまだ死にたくない」ゴーフル５〜６枚。
９月 胃ろうボタン（バンパー型）を在宅で交換（１回目）。

10月 座位をとることが多くなる。
12月 車椅子に坐っていることが多い。サバの味噌煮を一口。体重34kg ！

平成15年

１月 「ごはんはまだか」トイレへ自力で行った。
４月 ＪＲで京都旅行！
6月 胃ろうボタン（バンパー型）を在宅で交換（2回目）。トイレへ自分で行くように。
７月 一日中すわっている。「まずエイヨー！」要介護５が要介護４になる。
８月 転倒するが幸い骨折なし。声がはっきり出るようになった。
９月 テーブルで卓球ゲーム。ゴーフルに飽きて、辛いせんべいが好きに。

10月 念願の東京旅行へ！！
11月 口からの食事量が増加。食事が先で不足分を胃ろうから（１日に栄養剤500kcal）。
12月 ブラックコーヒーが好きに。胃ろうボタン（バンパー型）を在宅で交換（３回目）。現在体重36kg。

ス
ラ
ン
プ
が
続
い
て
、
ま
た
あ
る
日
突

然
事
態
は
好
転
す
る
。
ま
る
で
受
験

勉
強
の
よ
う
で
す
ね
っ
て
。
努
力
と
成

績
は
正
比
例
し
な
い
。
ゆ
っ
く
り
と

階
段
を
登
る
よ
う
に
こ
こ
ま
で
来
ま

し
た
と（
表
１
）。

㈢
た
っ
た
一
口
で
も
好
物
を
食
べ
て
い
た

Ｔ
さ
ん
に
と
っ
て
好
物
は
、
ク
リ
ー

ム
を
間
に
は
さ
ん
だ
西
洋
せ
ん
べ
い

こ
に
書
き
込
ん
で
下
さ
っ
た
数
々
の

言
葉
に
私
は
ど
れ
だ
け
励
ま
さ
れ
た

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
や
ら
医
者

と
い
う
も
の
は
、
患
者
さ
ん
に
勇
気

を
も
ら
っ
て
成
長
し
て
い
く
も
の
の
よ

う
で
す
。

さ
て
、
Ｔ
さ
ん
の
事
に
話
を
戻
し

ま
す
。
こ
こ
で
一
言
お
こ
と
わ
り
を
し

て
お
き
ま
す
が
、
元
気
に
な
っ
た
方
の

こ
と
を
紹
介
す
る
時
に
は
、
元
気
に

な
れ
な
か
っ
た
方
の
こ
と
に
も
思
い
を

巡
ら
せ
な
が
ら
、
も
の
を
書
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
こ
こ
で
、
な
ぜ
Ｔ
さ
ん
が
車

椅
子
で
旅
行
で
き
る
ま
で
に
回
復
し

た
の
か
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
意
味
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
。

胃ろうはお年寄りの
生きようとする気持ちを　　　奪っているのか？

小
川
医
院
（
金
沢
市
）
院
長　

小
川
滋
彦

（第 7 回）

在
宅
医
療
の
現
場
か
ら

元
気
に
な
っ
た
理
由
は

胃
ろ
う
栄
養
で
社
会
復
帰

表1.　Tさんの歩み　−胃ろうと共に
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る
こ
と
を
身
を
以
っ
て
わ
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
の
で
す
。

今
の
Ｔ
さ
ん
は
ご
自
身
に
胃
ろ
う

が
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
「
体
で

理
解
」
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

二
年
前
寝
た
き
り
で
酸
素
吸
入
し
た

状
態
で
こ
の
「
自
己
決
定
」
は
で
き
た

で
し
ょ
う
か
？

最
近「
自
己
決
定
」と
い
う
言
葉
が

ひ
と
り
歩
き
し
て
い
ま
す
が
、
衰
弱

し
た
り
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
に
お

け
る
「
自
己
決
定
」
は
本
当
の
「
自
己

決
定
」
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
も

し
こ
の
時
、
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
気
弱
に
な
っ
て
こ
う
言
っ

て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
も

う
年
や
か
ら
何
も
し
て
く
れ
る
な
」

と
。
ハ
イ
そ
う
で
す
か
、
と
そ
こ
で
止

め
て
い
た
ら
、
今
の
Ｔ
さ
ん
の
社
会

復
帰
は
お
ろ
か
命
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

私
は
美
談
で
こ
の
お
話
を
終
わ
ら

せ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、

九
十
歳
を
超
え
た
方
の
社
会
復
帰
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
で
も
イ
ヂ
ワ
ル

な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
百
も
承
知
で

す
。「
障
害
を
持
っ
た
高
齢
者
ば
か
り

長
生
き
し
て
は
医
療
費
の
ム
ダ
づ
か

い
で
は
な
い
か
」

実
際
の
所
、
Ｔ
さ
ん
の
医
療
費
は

元
気
に
な
る
に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
在
宅
酸
素

の
レ
ン
タ
ル
料
が
い
ら
な
く
な
っ
た
。

経
口
摂
取
が
増
え
た
の
で
、
経
腸
栄

養
剤
の
一
日
必
要
量
が
半
分
に
な
っ

た
。
私
の
往
診
回
数
も
減
り
ま
し
た

か
ら
、
医
療
費
は
当
初
の
三
分
の
一

以
下
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
分
、
生
活
費
（
食
費
）
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
ま
さ
か
そ
れ
も
含
め
て
ム

ダ
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
そ
う
お
考
え
の
向
き
は
、

医
療
福
祉
の
現
場
か
ら
即
刻
退
場
し

て
い
た
だ
く
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
。Ｔ

さ
ん
は
「
ま
だ
死
に
た
く
な
い
」

と
い
み
じ
く
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
Ｔ
さ
ん
は
今
後
も
胃
ろ

う
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
、今
は
や
り
の「
チ
ュ
ー

ブ
は
ず
し
」
運
動
を
Ｔ
さ
ん
に
適
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。私

は
思
い
ま
す
。「
チ
ュ
ー
ブ
は
ず

し
」は
、
あ
く
ま
で
も
医
療
者
の
こ
だ

わ
り
で
あ
り
、
医
療
提
供
側
の
論
理

で
す
。
患
者
さ
ん
当
事
者
の
こ
と
を

本
当
に
考
え
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ブ
が
付
い

て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
尊
厳
を
以
っ

て
接
す
る
。
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療

や
介
護
を
提
供
し
よ
う
と
思
え
ば
、

「
チ
ュ
ー
ブ
」
の
有
無
で
差
別
す
る
こ

と
自
体
が
的
外
れ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
あ
る
有
名
新
聞
に
「
胃
ろ
う

が
お
年
寄
り
の
生
き
よ
う
と
す
る

気
持
ち
を
奪
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
記

事
が
出
た
際
、
Ｔ
さ
ん
の
娘
さ
ん
は

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、

と
憤
慨
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
た
し

か
施
設
に
所
属
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
先

生
の
意
見
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

き
っ
と
そ
の
施
設
で
は
病
状
の
軽
い

人
し
か
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
本
当
の
重
症
者
は
病

院
と
在
宅
に
い
る
の
で
す
。
気
管
切

開
し
て
い
た
り
、
人
工
呼
吸
器
が
つ

い
て
い
た
り
、
尿
を
出
す
管
が
つ
い
て

い
た
り
、
時
間
ご
と
に
体
位
を
変
え

な
け
れ
ば
す
ぐ
に
床
ず
れ
が
出
来
て

し
ま
う
よ
う
な
重
症
の
方
々
、
家
族

が
つ
き
っ
き
り
で
手
を
か
け
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
々
は
在
宅
に
い
る

の
で
す
。
そ
う
い
う
過
酷
な
状
況
か

も
ち
ろ
ん
、
一
部
始
終
を
見
守
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
娘
さ
ん
の
献
身
的

な
介
護
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
で
も
、
こ
の
娘
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
胃
ろ
う
に

よ
っ
て
、
必
要
な
栄
養
が
確
実
に
母
の

体
に
入
っ
て
い
く
安
心
感
は
、
何
も
の

に
も
替
え
が
た
い
と
。

実
は
、
一
年
く
ら
い
前
に
例
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
時
に
は「
胃

ろ
う
は
介
護
者
に
と
っ
て
良
い
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
本
人
が
そ
れ
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
は
分
ら
な

い
」と
、
そ
の
点
だ
け
を
心
配
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
話
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
今
は
、
朝
起
き
る
と
ま
ず
イ

ル
リ
ガ
ー
ト
ル（
ボ
ト
ル
）を
指
差
し
て

「
エ
イ
ヨ
ー
！
」
と
胃
ろ
う
栄
養
を
要

求
さ
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
朝
一
番
に

栄
養
が
入
っ
て
く
る
と
体
に
活
力
が
出

ら
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
Ｔ
さ
ん

の
よ
う
に
復
活
し
て
く
る
人
も
い
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
運
良
く
Ｔ
さ
ん
は

胃
ろ
う
の
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
卒
業
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
こ
の
二
年

間
を
共
に
歩
ん
で
き
た
Ｔ
さ
ん
と
ご

家
族
は
、
胃
ろ
う
で
元
気
に
な
っ
た
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
最
後
の
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ

け
見
て
、「
だ
か
ら
胃
ろ
う
は
い
ら
な

か
っ
た
」「
そ
れ
み
た
こ
と
か
口
か
ら

食
べ
ら
れ
た
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
っ
た
、

あ
た
か
も
介
護
だ
け
で
良
く
な
っ
た

ご
と
き
意
見
は
あ
ま
り
に
乱
暴
で
す
。

あ
ま
り
に
我
田
引
水
で
す
。

私
が
単
に
P
E
G
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
が
目
的
な
ら
ば
、
Ｔ

さ
ん
の
物
語
を
も
っ
と
「
ウ
ケ
る
話
」

に
仕
立
て
る
書
き
方
も
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
有
名
新
聞
の

轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
も
、
あ
え
て
こ

の
よ
う
な
歯
切
れ
の
悪
い
書
き
方
に

な
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
る
意
思
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。
年
齢
や
立
場
は
関

係
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
、
私
ど
も
医

療
者
の
方
が
「
社
会
的
立
場
」
で
医
療

の
適
応
を
勘
案
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
自
問
自
答
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
ゴ
ー
フ
ル
）
で
し
た
。
バ
ラ
け
て
粉

に
な
る
の
で
む
せ
や
す
く
、
嚥
下
の
練

習
用
の
食
べ
物
と
し
て
は
普
通
お
す

す
め
で
き
な
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
こ

れ
だ
け
は
欲
し
が
ら
れ
た
。こ
の
ゴ
ー

フ
ル
が
経
口
摂
取
の
突
破
口
に
な
り

ま
し
た
。
ご
く
最
近
は
水
分
も
摂
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ブ

ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
を
口
に
す
る
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
間
体
重
は
二
十
九
キ
ロ
か
ら

三
十
六
キ
ロ
に
増
え
て
い
ま
す
。

胃ろうはお年寄りの
生きようとする気持ちを　　　奪っているのか？

本
当
の「
自
己
決
定
」と
は
？

医
療
費
の
無
駄
遣
い
！？

「
チ
ュ
ー
ブ
は
ず
し
」の

金
科
玉
条
よ
り
も
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現
在
を
遡
る
こ
と
14
年
、
研
修
医

で
あ
っ
た
私
は
、
経
口
摂
取
が
可
能

に
も
か
か
わ
ら
ず
嚥
下
性
肺
炎
を
繰

り
返
す
担
当
症
例
に
つ
い
て
、
指
導

医
に
内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）

を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
事

が
あ
り
ま
す
。
臓
器
別
診
療
に
対
し

違
和
感
を
覚
え
て
い
た
私
は
、
学
生

時
代
か
ら
老
年
科
医
を
目
指
し
て
い

た
事
も
あ
り
、
当
時
は
新
し
い
技
術

で
あ
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
方
法
に
着

目
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
結
果
は

「
聞
い
た
こ
と
も
な
い
方
法
」「
前
例

が
な
い
」「
胃
に
穴
を
あ
け
る
な
ん
て
」

な
ど
の
理
由
で
却
下
。
研
修
医
時
代

と
い
う
と
、
つ
い
最
近
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
出
す
の
で
す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に

関
し
て
い
え
ば
当
時
は
ま
だ
そ
ん
な

時
代
で
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
が
す
す
む
に
つ
れ

在
宅
栄
養
研
究
会
に
遅
れ
る
こ
と
２

年
の
発
足
で
し
た
。

本
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
“
栄
養
と

Ｐ
Ｅ
Ｇ
”
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
知
識
と
技
術
を
広
く
共
有
し
患
者

利
益
へ
と
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
研
究
会
は
毎
年
９
月
に
開

催
さ
れ
、
本
年
で
第
4
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
中
部
圏
と
い
え
ば
北

陸
地
方
が
日
本
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
先
進
地
域

と
し
て
有
名
で
す
が
、
太
平
洋
側
の

東
海
地
方
は
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
啓
蒙
が
遅
れ

た
感
が
あ
り
、
現
在
は
中
部
圏
に
お

け
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
知
識
の
均
一
化
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
研
究
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
経
腸

栄
養
剤
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
に
広

く
門
戸
を
開
け
、
分
け
隔
て
な
く
活

発
な
議
論
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
実
際
参
加
者
の
内
訳
も
半

数
が
看
護
師
、
医
師
は
３
割
、
あ
と
は

薬
剤
師
、
栄
養
士
、
介
護
士
と
、
幅
広

く
参
加
さ
れ
て
い
ま
す（
表
１
）。

ふ
き
あ
げ
内
科
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
名
古
屋
市
）

院
長　

蟹
江
治
郎

第１回 第２回 第３回

開　催　日 平成１３年９月２０日 平成１４年９月１９日 平成１５年９月１８日

当番世話人 名古屋大学老年科教授
井口昭久先生

朝日大学村上記念病院院長
井田和徳先生

名古屋市立大学病院臨床病態外科教授
真辺忠夫先生

当 番 幹 事

名古屋大学消化器内科教授
後藤秀美先生

名古屋大学老年科助教授
葛谷雅文先生

小川医院院長
小川滋彦先生

朝日大学村上記念病院副院長
加藤隆弘先生

名古屋市立大学病院臨床病態外科助教授
竹山廣光先生

藤田保健衛生大学七栗ｻﾅﾄﾘｳﾑ外科教授
東口髙志先生

開 催 場 所 名鉄ニューグランドホテル（名古屋） ホテルキャッスルプラザ（名古屋） ホテルキャッスルプラザ（名古屋）

参 加 人 数 220名 183名 219名

特 別 講 演
PEG学のすすめ
—内視鏡・胃運動・スキンケア・在宅医療—

小川医院院長　小川滋彦先生

PEG学ことはじめ
—地域で受け入れられる胃瘻を目指して—

鶴岡協立病院消化器内科　高橋美香子先生

ＰＥＧ の い ・ろ ・は
大阪市立総合医療センター外科　西口幸雄先生

一般演題数 ４ ４ ５

表1.

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
井
口
昭
久

教
授（
名
古
屋
大
学
老
年
科
学
教
室
）

の
発
起
の
も
と
、
平
成
13
年
に
中
部

Ｐ
Ｅ
Ｇ
研
究
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

関
西
Ｐ
Ｅ
Ｇ
研
究
会
、
石
川
Ｐ
Ｅ
Ｇ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
に

対
す
る
理

解
も
深
ま
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
普
及
は
Ｐ

Ｅ
Ｇ
に
対
し
て
の
基
本
知
識
が
啓
蒙

さ
れ
る
速
度
を
上
回
っ
た
勢
い
で
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｅ

Ｇ
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
や
最
新
知

見
を
学
ぶ
場
を
作
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

第４回　中部ＰＥＧ研究会
【開　催　日】 平成１６年９月１６日（木）
【場　　　所】 ヒルトン名古屋　5階(銀扇の間）
【当番世話人】 藤田保健衛生大学外科　落合正宏　　
【当 番 幹 事】 藤田保健衛生大学外科　桜井洋一　
 ふきあげ内科胃腸科クリニック　蟹江治郎

【スケジュール】
19：00 開会の辞　藤田保健衛生大学外科　落合正宏　
19：05 パネルディスカッション（発表７分　５演題　質疑応答２０分）
 座　　長　藤田保健衛生大学外科　桜井洋一
  ふきあげ内科胃腸科クリニック　蟹江治郎
 検討課題　ＰＥＧによる経管栄養の適応と評価

※演題は世話人からの推薦となり，一般公募はいたしておりません．

20：00 特別講演（発表５０分　質疑応答１０分）
 座　　長　藤田保健衛生大学外科　落合正宏　
 演　　者　東京慈恵会医科大学外科　鈴木　裕　
21：00 閉会の辞　名古屋大学老年科　井口昭久　

　　　　　　※閉会後、懇親会を予定しております。

【参　加　費】 ５００円
【共　　　催】 中部ＰＥＧ研究会／アボットジャパン株式会社

　

地
域
連
携
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

❼

中
部

中
部
Ｐ
Ｅ
Ｇ
研
究
会
の
御
紹
介

CONFERENCE

知
識
が
追
い
つ
か
な
い

CONFERENCE

中
部
Ｐ
Ｅ
Ｇ
研
究
会
の
誕
生
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コ
ツ
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば

バ
ン
パ
ー
埋
没
症
候
群
の
よ
う
に
不

適
切
な
管
理
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
合
併
症
や
、
チ
ュ
ー
ブ
交
換
後

誤
挿
入
に
伴
い
発
生
す
る
汎
発
性
腹

膜
炎
な
ど
チ
ュ
ー
ブ
挿
入
確
認
を
怠

る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
合
併
症
も

あ
り
ま
す
。
体
外
固
定
板
の
管
理
や

チ
ュ
ー
ブ
挿
入
部
の
ス
キ
ン
ケ
ア
な

ど
、
経
鼻
胃
管
に
は
無
い
注
意
点
も

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
各
々
の
管
理
法

や
注
意
点
に
つ
い
て
は
確
か
に
“
簡

便
”
で
す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
経
験
の
な

い
施
設
に
と
っ
て
は
目
新
し
い
知
識

で
も
あ
り
ま
す
。
目
新
し
い
知
識
の

場
合
、
教
科
書
で
一
端
目
を
通
し
て

も
知
識
の
定
着
は
得
や
す
い
も
の

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
知
識

は
、
研
究
会
に
お
け
る
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
は

じ
め
て
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
得

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
本
研
究
会
で

は
参
加
者
の
方
に
と
っ
て
、
目
新
し
い

こ
と
を
脳
裏
に
定
着
さ
せ
る
た
め
の

様
々
な
試
行
錯
誤
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
中
部
Ｐ
Ｅ
Ｇ
研
究
会
で

は
、
会
場
は
交
通
の
ア
ク
セ
ス
の
良

い
名
古
屋
駅
周
辺
と
し
つ
つ
、
当
番

世
話
人
を
各
県
の
先
生
で
持
ち
回
り

と
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
研
究
会
の
内
容
も
少
人
数
編
成

の
実
技
講
習
の
時
間
を
設
け
た
り
、

講
師
も
医
師
ば
か
り
で
は
な
く
、
Ｅ

Ｔ
ナ
ー
ス
、
看
護
師
、
内
視
鏡
技
師
、

薬
剤
師
、
栄
養
士
な
ど
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
携

わ
る
様
々
な
方
に
御
願
い
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
御
指
導
御
鞭

撻
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
何
か
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
の
方
に

御
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第１回 第２回 第３回

一般演題①
胃瘻交換用チューブ　ストメイトの

有用性について
名古屋大学第二内科　田口　歩先生

当院のPEGにおけるクリニカルパスの検討
朝日大学附属村上記念病院内科　中島知明先生

ＰＥＧ施行困難例に対するＰＥＤ、ＰＥＪ
藤田保健衛生大学外科　桜井洋一先生

一般演題②
PEG造設後数年を経過して発症したGER

金沢医科大学小児外科　谷内真由美先生
医療者および患者に対する

適切なPEGのクリニカルパスについて
浜松医科大学光学医療診療部　竹内　健先生

buried bumper syndromeの１例
知多厚生病院外科　谷口正哲先生

一般演題③
PEG造設症例における長期的追跡と合併症

藤田保健衛生大学外科　桜井洋一先生
当院におけるPEG症例の検討
−栄養サポートチーム（NST）との関わりについて−
済生会松阪総合病院内科NST　清水敦哉先生

当院における経皮内視鏡的胃瘻造設術に伴う
合併症についての検討

三重大学医学部第二外科　大森教成先生

一般演題④
高齢者における栄養アセスメントの

方法について
名古屋大学老年科　神田　茂先生

PEGのクリニカルパス
藤田保健衛生大学外科　桜井洋一先生

胃瘻造設後汎発性腹膜炎をきたした2例
三重大学医学部第二外科　大森教成先生

一般演題⑤
ＰＥＧ造設後の瘻孔長の変化に関連したと

思われるスキントラブルの一例
河村病院診療部栄養科　早川麻理子先生

表2.

ま
た
本
会
に
お
い
て
は
特
別
講
演

に
先
立
っ
て
、
近
隣
施
設
か
ら
の
一
般

演
題
報
告
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す

（
表
２
）。
こ
の
一
般
演
題
は
第
２
回

目
開
催
以
後
、
あ
る
程
度
の
テ
ー
マ

を
決
め
一
般
演
題
の
募
集
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
第
２
回
研
究
会
の
一
般

演
題
の
テ
ー
マ
は
“
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
、
N
S
Ｔ
と
Ｐ
Ｅ
Ｇ
”
に
つ
い
て
で

し
た
。
こ
の
会
に
お
い
て
は
、
報
告
の

あ
っ
た
各
施
設
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
へ

の
取
り
組
み
方
や
内
容
に
様
々
な
考

え
方
や
意
見
が
あ
り
、
非
常
に
興
味

深
く
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
３
回
の
研
究
会
で
の
一
般
演
題

の
テ
ー
マ
は
“
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
症

例
”
と
し
ま
し
た
。
こ
の
会
に
お
い
て

は
各
施
設
が
経
験
し
た
希
な
合
併
症

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
非
常
に
興

味
深
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
第
４
回
に
お
い
て
は
“
Ｐ

Ｅ
Ｇ
に
よ
る
経
管
栄
養
の
適
応
と
評

価
”
に
つ
い
て
演
題
を
求
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｇ
は
簡
便
で

安
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
鼻
胃
管
に

置
き
換
わ
る
経
管
栄
養
管
理
法
と
し

て
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
導

入
の
選
択
が
安
易
に
行
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
意
見
も
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
討

論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
会
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
の
一
般
演
題
発
表
、
特
別
講
演

に
引
き
続
き
、
懇
親
会
を
行
う
と
い

う
３
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第

１
回
の
研
究
会
は
本
会
の
幹
事
も
務

め
て
み
え
る
小
川
医
院
の
小
川
滋
彦

先
生
に
「
Ｐ
Ｅ
Ｇ
学
の
す
す
め
─
内

視
鏡
・
胃
運
動
・
ス
キ
ン
ケ
ア
・
在

宅
医
療
─
」に
つ
い
て
御
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
小
川
先
生
の
相
変
わ
ら
ず

の
饒
舌
な
講
演
で
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
知
識
か
ら
、
在
宅
患
者

様
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
苦
労
話

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
回
の
研
究
会
で
は
我
が
国
に

お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
最
先
駆
者
で
あ
る
鶴

岡
共
立
病
院
の
高
橋
美
香
子
先
生

に
「
Ｐ
Ｅ
Ｇ
学
こ
と
は
じ
め
─
地
域

で
受
け
入
れ
ら
れ
る
胃
瘻
を
目
指
し

て
─
」
に
つ
い
て
の
御
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
講
演
で
は
高
橋
先
生
の

１
０
０
０
例（
！
）を
超
え
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ

患
者
様
の
臨
床
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

経
験
が
豊
富
な
先
生
な
ら
で
は
の
内

容
の
濃
い
講
演
を
頂
け
ま
し
た
。

第
３
回
の
研
究
会
で
は
大
阪
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
外
科
の
西
口
幸

雄
先
生
に「
Ｐ
Ｅ
Ｇ 

の 

い 

・
ろ 

・
は
」

で
は
イ
ロ
ハ
か
る
た
形
式
で
“
い
”
か

ら
順
番
に
、
関
西
の
先
生
ら
し
く
歯

切
れ
の
良
い
語
り
口
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
つ

い
て
の
知
識
を
幅
広
く
御
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。

今
年
行
わ
れ
る
第
４
回
の
中
部
Ｐ

Ｅ
Ｇ
研
究
会
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
領
域
の

大
御
所
で
あ
り
Ｐ
Ｄ
Ｎ
代
表
理
事
で

も
あ
る
東
京
慈
恵
医
大
の
鈴
木
裕
先

生
の
御
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
は
一
般
的
に
は
簡
便
で
安

全
な
栄
養
投
与
手
技
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
管
理
を
行
う
た

め
に
は
経
鼻
胃
管
に
は
無
い
知
識
や

胃瘻ＰＥＧハンドブック
ふきあげ内科胃腸科クリニック院長

蟹江治郎
Ａ5 160頁 定価２６００円＋税

医学書院

CONFERENCE
テ
ー
マ
を
決
め
て
討
論

CONFERENCE

知
識
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
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患
者
の
希
望
す
る
医
療
機
関
、
あ
る

い
は
出
来
る
だ
け
自
宅
近
く
の
機
関
を

探
し
、
必
要
な
医
療
処
置
が
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
、
可
能
な
限
り
病
院
で
患

者
・
家
族
と
一
緒
に
打
合
わ
せ
を
し
て

合
意
が
得
ら
れ
て
か
ら
退
院
、
在
宅
医

療
開
始
、
と
い
う
流
れ
だ
。
退
院
時
共

同
指
導
は
保
険
の
中
で
も
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
く
そ
う
だ
。

胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
の
選
択
に
お
い
て
も
、

病
院
側
が
使
い
や
す
い
と
思
っ
て
選
定

し
た
も
の
が
在
宅
で
は
使
い
に
く
か
っ

た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
の
こ

と
。「

お
互
い
に
知
ら
な
い
部
分
、
見
え
な

い
部
分
を
密
な
情
報
提
供
で
補
い
合
い

な
が
ら
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た

い
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
う
や
っ
て

蓄
積
し
て
き
た
情
報
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
新
し
く
在
宅
に
取
り
組
も
う

と
い
う
地
域
の
先
生
に
も
、
そ
の
ケ
ー

ス
に
合
っ
た
情
報
提
供
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
、
推
進
部
設
立
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
の
、
わ
た
し
達
の
財
産
だ

東
京
女
子
医
科
大
学
に
お
け
る
在

宅
医
療
支
援
の
歴
史
は
古
く
、
Ｈ
Ｏ

Ｔ
（
在
宅
酸
素
療
法
）
や
Ｈ
Ｉ
Ｔ
（
在

宅
経
管
栄
養
療
法
）
を
普
及
さ
せ
る

活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

1
9
9
3
年
10
月
に
発
足
し
た
在
宅
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
継
承
し
、

在
宅
医
療
推
進
委
員
会
、
在
宅
医
療
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
て
、
1
9
9
7
年

12
月
に
現
在
の
在
宅
医
療
支
援
・
推
進

部（
以
下
推
進
部
）が
発
足
。

現
在
は
専
任
の
看
護
師
３
名
、
事
務

職
１
名
、
兼
務
で
東
間
紘
部
長
（
現
院

長
）、
城
谷
典
保
副
部
長（
第
二
外
科
）、

看
護
師
長
、
薬
剤
師
各
１
名
の
他
、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
（
医
療
社
会
福
祉
室
）、
栄
養
士

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）、
５
診
療

科
医
師
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
病
院
の
中

央
部
門
と
し
て
全
診
療
科
を
対
象
に
在

宅
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
患
者
は
発
足
後
約
６

年
間
で
お
よ
そ
1
5
0
0
名
、
年
平
均

2
5
0
名
前
後
で
あ
る
。

在
宅
支
援
の
依
頼
は
、
病
棟
・
外
来

の
担
当
医
、
看
護
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
か
ら
が

主
で
あ
る
が
、
患
者
・
家
族
か
ら
の
直

接
的
な
要
望
に
も
応
え
て
い
る
。

推
進
部
に
在
宅
医
療
の
希
望
が
伝

え
ら
れ
る
と
、
患
者
･
家
族
の
希
望
に

沿
っ
て
在
宅
医
療
に
必
要
な
も
の（
医
療

処
置
、
身
体
介
護
、
生
活
援
助
な
ど
を

含
む
）、
支
援
体
制
の
検
討
が
行
な
わ
れ

る
。
静
脈
栄
養
や
経
腸
栄
養
、
経
口
摂

取
等
の
栄
養
管
理
・
在
宅
酸
素
や
人
工

呼
吸
器
、
自
己
注
射
等
、
疼
痛
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
関
す
る
医
療
機
器
の
取
り
扱

い
や
、
日
常
生
活
の
指
導
、
介
護
技
術
に

つ
い
て
、
患
者
・
家
族
へ
の
直
接
指
導
や

病
院
内
と
地
域
医
療
機
関
と
の
情
報
共

有
・
伝
達
を
行
な
う
。
終
末
期
を
在
宅

で
過
ご
す
方
も
多
く
、
患
者
・
家
族
の

精
神
的
サ
ポ
ー
ト
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

の
で
き
る
医
師
や
看
護
師
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。

近
年
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
独

居
高
齢
者
や
老
老
介
護
と
い
う
状
況
下

で
の
在
宅
医
療
支
援
に
は
、
介
護
保
険

で
社
会
資
源
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ

う
、
医
療
社
会
福
祉
室
と
共
に
調
整
に

奔
走
し
て
い
る
。

在
宅
医
療
の
た
め
の
情
報
交
換
は
、
地

域
の
医
療
者
、
病
院
側
の
医
療
者
、
お
互

い
に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
訪
問
し
て
い
た
だ
く
先
生
の
必
要

に
応
じ
て
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
業
者
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
、
患
者
様
の
状
態

が
悪
化
し
た
時
に
当
院
を
含
む
後
方
支

援
病
院
と
の
連
携
方
法
に
つ
い
て
も
情

報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
訪
問

を
し
て
い
た
だ
く
先
生
が
当
院
に
み
え

て
、
患
者
様
や
ご
家
族
が
同
席
の
上
、

申
し
送
り
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

連
携
の
内
容
や
場
面
を
患
者
様
や
ご
家

族
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
の
意
味
が
大

き
い
か
ら
で
す
。
退
院
に
よ
っ
て
医
療
が

打
ち
切
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
継
続

し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
姿
勢

を
き
ち
ん
と
お
見
せ
す
る
こ
と
が
、
患

者
様
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。」と
篠
聡
子
看
護
師
は
語
る
。

一
方
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
は
見
え

に
く
い
在
宅
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
情

報
は
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
医
療
情
報
の
提
供
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

東
京
女
子
医
科
大
学
（
東
京
都
新
宿
区
）

城
谷
典
保
先
生

在
宅
医
療
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

—

在
宅
医
療
支
援
・
推
進
部
の
役
割—

わたしのまちの病院

8在
宅
医
療
支
援
・
推
進
部
と
は

患
者
･
家
族
の
信
頼
に

つ
な
が
る
情
報
交
換病

院
か
ら
出
た
後
の
継
続
医
療
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
推
進
部
の
役
割

と
い
う
が
、
そ
の
環
境
整
備
の
中
に
は
、

在
宅
担
当
の
医
療
者
へ
の
指
導
も
含
ま

れ
る
。

前
述
し
た
在
宅
移
行
前
の
共
同
指

導
を
は
じ
め
、
外
来
通
院
が
困
難
な
患

者
の
胃
瘻
交
換
を
、
在
宅
担
当
医
が
行

な
え
る
よ
う
に
病
院
の
医
師
が
技
術
指

導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

「
患
者
様
の
診
察
日
時
に
合
わ
せ
て
在

宅
担
当
医
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

城
谷
先
生
の
指
導
の
下
で
交
換
す
る
、
そ

う
や
っ
て
実
際
に
交
換
の
経
験
を
積
ん

教
育
機
関
と
し
て
の
役
割

で
、
在
宅
で
交
換
さ
れ
て
い
る
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
在
宅
医
療
は
継
続
医

療
が
で
き
な
く
て
は
、
と
い
う
考
え
が
基

本
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
病
院
で
行
っ
て
い

た
医
療
を
い
か
に
在
宅
の
先
生
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。
例

え
ば
胃
瘻
を
造
っ
た
患
者
さ
ん
の
在
宅

医
療
を
考
え
る
と
き
、
ど
の
タ
イ
プ
の
カ

テ
ー
テ
ル
な
ら
か
か
り
つ
け
の
先
生
が

交
換
で
き
る
か
、
訪
問
ナ
ー
ス
が
管
理
で

き
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
そ
う
で

す
。
胃
瘻
の
関
連
器
材
は
メ
ー
カ
ー
の
種

類
も
サ
イ
ズ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
患

者
様
ご
自
身
の
病
状
、
ご
家
族
の
介
護

大
学
病
院
の
よ
う
な
急
性
期
病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
た
患
者
が
退
院
し
、
自
宅

に
帰
っ
て
い
く
の
は
、
本
人
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
も
嬉
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
安
心
し
て
在
宅
で
も
継
続
し
た
医

療
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
そ
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
号
で
は
、
本
邦
で
早
期
か
ら
チ
ー
ム
医
療
に
取
り
組
ん
で
き
た
東
京
女
子

医
科
大
学
を
訪
れ
、
病
院
の
中
央
部
門
で
あ
る
在
宅
医
療
支
援
・
推
進
部
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

「
在
宅
医
療
と
い
う
特
殊
な
領
域
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
基
礎
疾
患
、
褥
瘡
ケ

ア
を
含
め
患
者
さ
ん
の
全
体
を
在
宅
で

診
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
が
で
き
な

け
れ
ば
、
在
宅
医
療
は
成
り
立
た
ち
ま

せ
ん
。
わ
た
し
達
の
役
割
は
、
そ
の
た
め

の
情
報
を
退
院
後
の
か
か
り
つ
け
医
に

伝
達
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
と
い
う
後
方

支
援
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
病
院
で
の
医

療
処
置
が
必
要
な
場
合
は
い
つ
で
も
受

け
入
れ
ま
す
が
、
わ
た
し
達
は
基
本
的

に
サ
ポ
ー
ト
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

な
う
の
で
あ
っ
て
、
直
接
在
宅
医
療
に
関

わ
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅

医
療
に
移
行
す
る
前
に
こ
の
よ
う
な
調

整
を
行
な
う
こ
と
が
患
者
さ
ん
の
安
心

感
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
、
在
宅
医
療
の
継

続
を
可
能
に
す
る
ん
だ
と
い
う
認
識
が

な
け
れ
ば
、
在
宅
医
療
は
根
づ
か
な
い
で

し
ょ
う
。」と
、
城
谷
先
生
は
言
う
。

東京女子医科大学総合外来センター
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鏡
を
飲
み
込
む
と
き
に
誤
嚥
性
肺
炎
を

起
こ
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
方
が
、
特
に

高
齢
者
に
は
み
ら
れ
ま
す
。
嚥
下
機
能

の
評
価
も
せ
ず
に
Ｐ
Ｅ
Ｇ
を
施
行
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
胃
瘻
を
造
設
す
る
と
経
口
摂

取
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

栄
養
評
価
を
し
な
が
ら
栄
養
改
善
を

は
か
り
、
嚥
下
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
経
口
摂
取
が
可
能
と
な
っ
た
患

者
様
も
多
い
で
す
。
実
際
、
外
来
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
胃
瘻
患
者
様
の
中
に
は
、

食
事
を
経
口
摂
取
し
な
が
ら
不
足
分
や

水
分
だ
け
を
胃
瘻
か
ら
注
入
し
た
り
、

胃
瘻
が
不
要
と
な
り
閉
鎖
し
た
患
者
様

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

嚥
下
機
能
評
価
を
行
な
う
こ
と
は
不
可

欠
で
す
」。

医
療
の
場
が
病
院
で
あ
れ
在
宅
で
あ

れ
、
評
価
な
し
に
漫
然
と
行
わ
れ
る
医

療
は
あ
り
え
な
い
。

毎
週
木
曜
日
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お

い
て
、
個
々
の
症
例
検
討
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
に
は
、
在

宅
医
療
部
と
し
て
院
内
外
の
多
職
種
が

集
ま
り
、
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

い
て
い
る
。
胃
瘻
は
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の

中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
受
け
入

れ
体
制
と
し
て
、
在
宅
医
療
の
本
質
を

理
解
し
て
い
る
か
、
実
際
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ど
う
築
い
て
い
く
か
を
知
っ
て
い

る
か
、
胃
瘻
が
必
要
と
い
う
以
上
、
栄

養
管
理
の
方
法
を
正
し
く
勉
強
し
て
い

る
か
、
適
正
な
栄
養
評
価
が
で
き
る
か
、

な
ど
が
検
討
項
目
と
な
る
。

ま
た
、
在
宅
医
療
を
通
し
て
患
者
が

地
域
に
戻
っ
た
後
の
定
期
的
な
評
価
も

必
要
で
あ
る
。
外
来
診
察
時
に
は
、
担

当
医
に
よ
る
退
院
後
の
病
状
評
価
だ

う
い
ろ
い
ろ
な
手
段
の
中
の
一
つ
の
選
択

肢
が
Ｐ
Ｅ
Ｇ
な
の
で
あ
り
、
胃
瘻
＝
Ｐ

Ｅ
Ｇ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
医
療
現
場
や
研
究
論
文
な
ど
で

は
、
造
っ
た
胃
瘻
そ
の
も
の
を
Ｐ
Ｅ
Ｇ

と
呼
ん
で
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
結

果
、
胃
瘻
は
内
視
鏡
を
使
っ
て
造
ら
な

い
と
い
け
な
い
も
の
と
誤
解
さ
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
内
視
鏡
で
で
き

る
か
ら
─
と
安
易
に
造
設
し
て
合
併
症

が
惹
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、

技
術
の
未
熟
な
医
師
に
よ
っ
て
合
併
症

が
惹
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

カンファレンス風景

常
に「
や
る
前
･
や
っ
た
後
」へ
の
評
価
を

支
援
部
開
設
当
初
、
年
間
20
例
程
度

だ
っ
た
胃
瘻
造
設
件
数
は
、
２
０
０
３
年

末
に
は
年
間
60
例
と
３
倍
に
増
え
て
い
る
。

「
当
院
で
は
、
内
視
鏡
を
使
う
胃
瘻

造
設
術（
＝
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）が
で
き
な
い
頭
頸

部
癌
や
腹
部
大
動
脈
瘤
な
ど
、
リ
ス
ク

の
高
い
患
者
様
へ
の
胃
瘻
造
設
を
集
中

的
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
内
視

鏡
下
で
は
な
く
局
所
麻
酔
で
４
㎝
ほ
ど

小
開
腹
を
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
同
じ
よ
う

に
造
設
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

合
併
症
を
回
避
し
て
い
か
に
安
全
に

栄
養
補
給
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
か
と
い

包
括
医
療
が
本
格
的
に
稼
動
す
れ

ば
、
よ
り
い
っ
そ
う
効
率
的
な
医
療
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
在
院
日
数
の
短

縮
も
、
大
学
病
院
の
よ
う
な
急
性
期
病

院
で
は
尚
の
こ
と
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
医
療
制
度
、
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
対
応
し
、
支
援
部
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
現
在
は
退
院
直
前
に
依
頼
を
受
け

て
在
宅
に
向
け
た
調
整
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
は
入
院
時
に
病
棟

で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
な
う
こ
と
で
、
退

院
後
に
ど
の
よ
う
な
医
療
処
置
や
介
護

が
必
要
に
な
る
か
を
見
極
め
て
介
入
し

け
で
な
く
、
城
谷
先
生
自
身
が
栄
養
評

価
を
行
な
う
。
適
正
な
栄
養
量
が
確
保

さ
れ
て
い
る
か
、
栄
養
素
の
過
不
足
に

よ
る
問
題
は
な
い
か
、
な
ど
の
評
価
に

必
要
な
情
報
の
収
集
か
ら
、
評
価
の
結

果
、
軌
道
修
正
が
必
要
な
場
合
の
地
域

の
医
師
や
ナ
ー
ス
・
家
族
へ
の
伝
達
方

法
の
検
討
、
実
際
の
指
導
ま
で
、
推
進

部
の
ナ
ー
ス
が
か
か
わ
る
。

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
な
が
ら
10
年
以
上
在
宅
医

療
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
城
谷
先
生
ら

は
、
胃
瘻
を
造
っ
て
自
宅
に
帰
っ
て
も

「
患
者
様
の
生
活
レ
ベ
ル
が
上
が
ら
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
」と
、
そ
の
評
価
は

厳
し
い
。
胃
瘻
を
造
っ
て
在
宅
医
療
が

胃
瘻
＝
P
E
G
で
は
な
い

更
な
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

状
況
や
希
望
と
、
連
携
す
る
医
療
者
の

意
向
を
確
認
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
ス

ム
ー
ズ
な
在
宅
移
行
に
は
、
患
者
･
家

族
や
地
域
の
医
療
機
関
の
視
点
に
た
っ
た

検
討
が
必
要
で
す
」（
篠
看
護
師
）。

「
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
在
宅
担
当

の
医
療
者
に
対
し
て
も
、
相
手
が
何
を

求
め
て
い
る
か
、
何
が
不
足
し
て
い
る
か

と
い
う
と
こ
ろ
を
調
整
す
る
の
も
、
教

育
機
関
で
あ
り
急
性
期
病
院
で
あ
る
大

学
病
院
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
在
宅
医
と
の
新
し
い
関

係
が
構
築
さ
れ
、
ま
た
ひ
と
つ
支
援
部

の
財
産
と
な
り
、
患
者
様
に
と
っ
て
は

選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で

す
」（
長
井
浜
江
主
任
）。

進
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
点
が

あ
る
の
か
な
い
の
か
と
い
っ
た
情
報
を

集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
で
あ
る
多
職

種
に
よ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期
的

に
開
き
、
問
題
が
あ
れ
ば
軌
道
修
正
す

る
こ
と
が
大
切
、
と
い
う
。

『
食
べ
る
』
と
い
う
日
常
生
活
が
障
害

さ
れ
胃
瘻
が
造
ら
れ
た
と
き
、
胃
瘻
の

メ
リ
ッ
ト
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
充
分
活

用
す
る
に
し
て
も
、
生
活
面
か
ら
『
本

来
、
胃
瘻
は
自
然
で
は
な
い
』と
い
う
認

識
を
推
進
部
の
ス
タ
ッ
フ
は
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
だ
け
違
和

感
な
く
生
活
の
一
部
と
し
て
胃
瘻
栄
養

が
継
続
さ
れ
る
た
め
に
も
「
造
設
後
の

ケ
ア
の
方
法
、
栄
養
剤
の
使
用
方
法
、

栄
養
管
理
の
知
識
が
な
い
人
が
胃
瘻
を

造
っ
て
は
い
け
な
い
。
大
切
な
の
は
、
ど

の
よ
う
に
患
者
さ
ん
を
評
価
し
、
何
が

患
者
さ
ん
を
地
域
に
帰
し
自
立
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
の
か
を
個
々
の
ケ
ー
ス

ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
」
と
城
谷
先
生
。

そ
こ
で
の
評
価
・
検
討
を
踏
ま
え
て
、

最
も
良
い
方
法
や
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す

る
た
め
に
、
一
医
療
者
、
一
職
種
の
み
に

よ
る
判
断
で
は
な
く
多
職
種
が
多
方
面

か
ら
患
者
･
家
族
の
在
宅
生
活
を
見
る

こ
と
の
で
き
る
チ
ー
ム
医
療
の
必
要
性

が
強
調
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
治
療
経

過
が
良
く
な
っ
た
時
点
で
す
で
に
地
域

と
の
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
て
、
今
よ
り

も
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
在
宅
医
療
に
移

行
で
き
る
よ
う
な
調
整
が
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
」と
長
井
主
任
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
施
行
さ
れ
る
医
療

制
度
の
変
化
に
対
し
て
も
、患
者
の
生
活

の
視
点
を
持
っ
て
在
宅
医
療
に
取
り
組

ん
で
き
た
医
療
機
関
と
し
て
蓄
積
さ
れ

た
財
産
が
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
力
を
発
揮
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
2
0
0
3
年
12
月　

岡
崎
佳
子
）

【参考：ＰＥＧ以外の主な造設方法】

・ エックス線透視下経皮的胃瘻造設術
（percutaneous radiologic-assisted 

gastro- stomy:RAG）
・ 超音波下胃瘻造設術
（percutaneous ultrasound-assisted 

gastrostomy:UAG）
・ 腹腔鏡的胃瘻造設術
（laparoscopic gastrostomy:LG）
・ 開腹胃瘻造設術
（surgical gastrostomy:SG）

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

在
宅
医
療
と
い
う
し
く
み
に
う
ま
く

乗
せ
る
た
め
の
栄
養
投
与
手
段
と
し
て

胃
瘻
が
注
目
さ
れ
て
き
た
側
面
も
あ
る

の
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
だ
け
が
浮
き
立
っ
て
し

ま
う
と
、
内
視
鏡
を
使
っ
て
造
ら
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
誤

解
も
生
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
内
視
鏡

を
使
う
ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ケ
ー

ス
も
多
い
で
す
が
、
術
者
の
内
視
鏡
技

術
も
含
め
、
安
全
を
第
一
に
術
式
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」
と
城
谷
先

生
は
指
摘
す
る
。

本
来
Ｐ
Ｅ
Ｇ
は
「
経
皮
内
視
鏡
的
胃

瘻
造
設
術
」
の
略
で
、
術
式
を
示
す
言

葉
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
造
っ
た

胃
瘻
そ
の
も
の
を
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
呼
ん
で
い

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
が
一
般

的
と
な
る
こ
と
と
は
別
に
、
内
視
鏡
的

に
造
る
意
味
や
そ
の
適
応
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
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Re: 口腔ケアについて教えて下さい From：太郎

「凍らせたパイナップル」の件は皆さんの返答が
ないところを見ると、あまりメジャーな方法では無
いのかも知れませんね。（もっともボクが知らない
だけなのかも・・・）でもボクが患者の立場なら、舌
に対して凍ったパイナップルを擦られるのは勘弁し
てもらいたいところです。よほど顕著な効果が明ら
かならば我慢しますが。

Re: 口腔ケアについて教えて下さい From：陸の孤島の遭難者

お久しぶりです。陸の孤島の遭難者と申します。
太朗先生がおっしゃるように、パイナップルで舌

苔の処置をするのは、ある特定の病院などで行なわ
れているだけで、一般的なコンセンサスは得られて
いません。この方法は、生パイナップルの蛋白分解
酵素の作用を使って舌苔を除去しようとするもので
すが、専門家（口腔外科など）の意見では、正常の舌
組織まで障害を与える危険が大きいので、勧められ
ないと言われています。もう一つ、異常に増殖した
舌苔は、感染の原因になりますが、舌苔が全くない
のも異常であることを認識してください。

最近は、ホームページなどの情報が氾濫し、一般
的にコンセンサスの得られていない経験的な方法
が、まるで効果的であるかのように無責任に公開さ
れているため、それを見る側が再確認することが不
可欠ですよ。

Re: 口腔ケアについて教えて下さい From：めい 

太郎先生、陸の孤島の遭難者さんお返事ありがと
うございます。ご指摘のとおり、“これがいいらし
い” と聞くとあまり理由も確かめずに飛びついてし
まいます…。パイナップルの情報も軽率でした。指
摘していただいて冷や汗が出る思いでした。「舌苔
が全くないのも異常である」というのも知りません
でした。（何年も看護師をしているのにお恥ずかし
いです）とにかくキレイに取り除かなきゃいけない
と思い込んでいました。もう一度勉強しなおしま
す。ありがとうございました。

Re: 口腔ケアについて教えて下さい From：太郎

めいさんこんにちは。陸の孤島の遭難者先生、い
つも本当にありがとうございます。質問する時って
本当に冷や汗かきますね。恥ずかしい！って思って
も、その後得るものがあれば良いんじゃないでしょ
うか。（ボクも負けずに恥かいてます。）

緊急避難としての胃瘻について
[No.839] 普段使わない胃瘻の方は…？ From：悩める息子

はじめまして。68 歳になる父は、57 歳の時にクモ
膜下出血を体験しました。右片麻痺と失語症があり、
ときどきてんかん発作をおこしたり、手間は掛かるも
のの、週３回デイケアに行って在宅で普通に暮らして
いました。１月の半ば過ぎ、熱はないものの、うまく歩
けず食事がとれない風邪様の症状がでて診察をうけた
結果、肺に曇りがあり「誤嚥性を含む・・肺炎とおもわ
れる」とのことで入院しました。レントゲンでは、肺の
下部そして背中側にくもりがありました。４〜５日も
いれば退院できるものと考えていたのですが、なかな
か炎症がおさまらず長くなってしまいました。

入院してから、点滴が８日間、おかゆ・ゼリーな
ど少々が 18 日、おかゆ・ミキサー食になって９日
たちました。現在はおかゆ・ミキサー食・きざみ食
をまぜて、時間は掛かりますが必要な分だけ口から
食べられる感じです。

入院してまもなくから、胃瘻を勧められているの
ですが、口から食べさせたくて断ってきました。た
だ、退院してからもデイケアなどを利用する事を考
えると、再び誤嚥性肺炎などを起こしはしないか、
入院しているこの機会に胃瘻の造設をした方がよ
いのだろうかと悩んでしまいます。今回のように風
邪をひいて体調が悪くなるような時、食べ物はもち
ろん、あっけなく水分や薬もとれなくなる大変さが
わかったからです。普段は口から普通に食事をとっ
て、例えば年に１、２度の体調の悪いときだけ胃瘻
を使う…そのような使い方をされている方はいらっ
しゃるものでしょうか？

病室を見ていて、長い時間座位をとっているお年
寄りや、発熱等々の症状のあらわれた患者さんを見
ると、考えてもしまうのです。

胃瘻の手術を入院中にしたものかどうか、そし
て、もしもの緊急避難としての胃瘻造設をなさった
方がいらっしゃったら、是非お教えください。よろ
しくお願いいたします。

Re: 普段使わない胃ろうの方は…？ From：beach5

悩める息子さん、こんにちは。beach5 です。私は今、
自宅介護に日夜奮闘している者です。貴方の一文を拝
見して、半年前の自分を見ている様で緊急避難の回答
にはなっていませんが、矢も楯も堪らずこれをしたた
めております。

私の妻も半年前に胃瘻を造設しました。病院にいる
間は微熱が続いておりました。就寝時の唾液の誤燕が
あるのではないか、という事でした。ここ 1、2 年前
から食が細くなり、少しずつ痩せてきており、飲み込
みも悪く、お茶や水を飲んでも時々むせておりました。
病院で胃瘻を薦められた時はどうしたものかと、本人
もなかなか納得しないし、私も突然のことで予備知識
もなく途方に暮れて、当談話室の諸先生にご相談して
結論を得ました。その当時はお腹に穴を開ける等、そ
れがたとえ医療行為であろうと、思考の範疇外のこと
でしたし、なにか恐ろしい感じさえありました。

胃瘻造設後、口からは嗜好品のみで（ケーキ、時に
は寿司なども）90％は胃瘻経由で賄っております。胃
瘻を造るかどうかで当時はかなり迷いましたが、今に
なって考えると、胃瘻にしたお陰で体調も回復し好調
を保っております。微熱も無くなりました。私にとっ
てはかなりの決断ではありましたが、正に正解でした。

嚥下不良の方の食事も時間がかかって大変なことだ
と思います。胃瘻における栄養剤の注入にしたところ
で、数時間かかりますし、胃瘻のケアもかなり気を遣
います。しかし胃瘻が他に替え難い、ある意味での延
命として得がたいものである事を実感しております。

諸先生方には当時本当にお世話様になりました。
幸便ではありますが有難うございました。重ねて、
もっちさん有難うございました。その後、胃瘻の具
合はすこぶる良好です。肉芽の赤みも半年ぶりにな
くなりました。今は何の問題もありません。これもす
べて皆様のお陰と思っております。これからもどうぞ
宜しくお願いします。ご活躍を祈っております。

Re: 普段使わない胃ろうの方は…？ From：おサル先生 

悩める息子さん、はじめまして。beach5 さん、
お久しぶりです。おサル先生と申します。

胃ろうは本当に使いようだと思います。悩める息
子さんや beach5 さんのような肉親を大切にするお
気持ちさえあれば、胃ろうは最大効果を発揮するこ
とができると信じています。障害を持ちながらも、
その人なりに社会復帰するための突破口になる可能
性を秘めているものです。（逆に言いますと、せっ
かく胃ろうの手術をしても、それをうまく使いこな
していない方がいかに多いことか！胃ろうの管だけ
付けて、十分な栄養剤を入れていない、などは最た
る例です）

生意気を言って申し訳ありませんが、お二方とも
心より応援しております。今後ともよろしくお願い
申し上げます。

PDN談話室　８５０のQ&Aに ８万のアクセス Webセミナー ❻

＜簡易検索の方法＞
調べたい事柄のキーワードをいれ、「検索す

る」をクリックしてください。その言葉の含まれ
る過去の書き込みを見ることができます。

→ おりません。現在、簡易検索でお調べいただくというお手数をおかけし、みなさんには大変申し
訳なく思っております。いずれは内容を整理し、役立つデータバンクとしてお届けするつもりです。

この Q&A の中に、あなたが知りたいと思う質問が、きっとあるはずです。談話室同様、「メーカー
さん、おしえて」の情報も見逃せません。あなたのハテナ？をみんなで考えるこの PDN 相談室を、
もっともっとご活用下さい。 （編集部）

● 胃ろうからのプルモケア２４時間持続経腸栄養が著功した慢性呼吸不全の１例
KKR 高松病院　吉田福子、ほか

●  PEG 造設後の瘻孔長の変化に関連したと思われるスキントラブルの一例− PEG 造設後の瘻孔長の変化と PEG 瘻孔不適合症候群
河村病院栄養科 / 岐阜大学総合病態・予防医学講座　早川麻里子、ほか

● 経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）の術後ケアが手術部位感染（SSI）に及ぼす影響
鶴川サナトリウム病院内視鏡室　祐川　直、ほか

● NST 活動報告〜 PEG 後の血糖コントロール不良に対して特殊組成栄養薬品が有効であった１例〜
伊達赤十字病院 NST/ 薬剤部　村井建夫、ほか

● 地域における PEG トータルケアの試み
伊達赤十字病院消化器科　日下部俊朗、ほか

● NST 導入による医療経済効果−新規 PEG 造設症例における検討−
済生会松坂総合病院 NST/ 内科　清水敦哉、ほか

● 当院における NST：嚥下障害を中心として
中国労災病院脳神経外科　三原千恵、ほか

● 胃ろうからのミキサー食注入の臨床的検討
KKR 高松病院　田島佳代子、ほか

● 胃瘻カテーテルの肉眼的汚染に対する実態調査
愛知医科大学付属病院看護部　齊藤晴美、ほか

● 内視鏡的胃瘻造設術を併用した食道癌放射線治療施行時の栄養介入
東京都立大久保病院外科　長浜雄志、ほか

● 胃瘻造設術後刺入部感染に対し、一時的な経鼻経腸栄養法を選択した一例
仙台オープン病院看護部　小野寺さよ子、ほか

● 胃瘻造設時に胃粘膜に血腫を生じた症例
帝京大学医学部外科　白鳥昌利、ほか

談話室同様、「メーカーさん、おしえて」の情報も見逃せません。



Ｐ Ｄ Ｎ 通 信（11）　　2004 年 4 月 1 日発行（年 4 回発行） 第 7 号

※ 日付・住所・電話番号・所属・役職などは発行時のものです。　　Copyright© 2001-2011 PEG Doctors Network.All Rights Reserved. http://www.peg.or.jp/

簡単な手術じゃないんですか？
[No.801] 胃ろうの手術について From：nina
父が胃ろうの手術をして、水を飲ませてやること

も出来ないまま、２週間を待った結果、胃ろうが繋
がっておらず、化膿していたため抜き取って縫い合
わせたそうです。手術前は簡単な手術だからとの説
明だったんですが、胃ろうの手術の成功率は何パー
セント位でしょうか？

胃ろうが間に合わないからということで、IVH も
試されましたが、針が肺に刺さってしまいそれも失
敗されてしまいました。今日、MRSA 菌が出ている
からということで隔離されてしまって、欲しがって
いた水をまた飲ませることも出来ずにいます。

患者の家族は何も言うこともすることも出来ない
のでしょうか？重いご相談で申し訳ありませんが、
どうぞよろしくお願いいたします。

Re: 胃ろうの手術について From：魔子

nina さん、はじめまして。有床診療所の院長をして
いる魔子です。お父様は本当にお気の毒だと思います。
全てが裏目に出ているという感じですね。良かれと
思ってしたことがうまくいかず、不安・不満のはけ口
を求めているという気持ちはよく解ります。

でもここで、相談しても何も始まらないのではな
いでしょうか ? 今は昔と違って、先生に全てお任せ
しますという時代ではありませんよ。納得がいかな
かったら、しっかり主治医と話し合ってください
ね。そして解決策を探してください。

お父様のようなことは頻度の多いことではありま
せんが、全くありえない状態ではありません。全て
悪い方向に目が出てしまったというところではない
かと思います。今後いい方向にむけていくにはどう
したらいいか、よく話し合ってください。いい報告
をお待ちしています。

Re: 胃ろうの手術について From：nina

魔子先生、お忙しいところ、お返事ありがとうご
ざいます。

不安・不満のはけ口を求めて掲示板にお邪魔した
のではありません。「簡単」だと言われ、「経過は順
調」だと２週間言われ続けた結果、「失敗だった」と
平気でおっしゃる先生に、どう対応したら良いの
か、情報が欲しかったのでお邪魔しました。

実は “「胃ろう」か「IVH」、どっちをする？” って
突然主治医の先生に言われ時、ネット検索でこの
HP を知り、「胃ろう」について読ませてもらいまし
た。その時は「胃ろう」の手術にまさか失敗がある
なんて思いもしませんでしたので、こんなことが頻
繁にあるのかどうかをお尋ねしたかったのです。

主に母が看病しているので「専門知識がないから
説明してもわからないでしょう」と言われたそうで
す。私に対しては「ボクは専門じゃないので詳しく
はわからないもの」という病状の説明をしてもらい
ました。ひどい病院もあったものだと思いますが、
悲しいかな、そこから転院する病院が近くにない九
州の田舎に住んでいますので（私は東京ですが）、ど
ういう話し合いをしたら良いのかと思い悩んでい
るところです。この HP の趣旨に沿わない相談を書
いてしまったのであれば申し訳ありません。ただは

け口のため、ご相談に伺ったのではないことだけは
解っていただきたいと思います。

Re: 胃ろうの手術について From：みっくん

nina さん、こんにちは。田舎の病院で内科をやっ
ているみっくんと申します。

お父様の病状と経過は皆さんがいわれるとおり、
やることなすこと裏目にでてしまっている感じで
本当にお気の毒です。ただ、主治医の先生の治療方
針と対応は決して非難されるような方向ではないよ
うに思います。口から栄養が十分にとれなければ何
らかの栄養補助をしてゆかなければなりませんし、
その方法としては、長期に渡ることが予想される場
合、胃腸に病気がない場合は胃瘻造設が可能ならば
胃瘻造設がまず最初の選択肢としてあげられます。
そして、それが不可能な場合に IVH が検討されま
す。胃瘻造設後の経過が思わしくなく２週間たって
も使用できないようであれば、（胃瘻部が化膿して
いるということであれば胃腸は使用できなくなりま
す）やはり IVH を考慮するべきと思います。

問題は、胃瘻にしても IVH にしても治療処置であ
る以上は合併症や偶発症が発生する可能性がある、
ということがご家族に十分理解されないままに処置
が行われ、不幸にして合併症が発生してしまった、
という点にあるようです。全ての手技は 100％成功
ということはあり得ません。どんなに細心の注意を
はらっても予期しないトラブルの発生はあり得ま
す。そして、お父様に発生した合併症はいずれも胃
瘻や IVH を行う場合、気をつけていても発生しうる
合併症だと思います。文面から判断する限り、主治
医の先生は一生懸命お父様の治療に臨んでいると思
われるのですが、残念ながら処置後の経過が思うよ
うに行かないことが続いているようです。私にもこ
ういう経験はあります。やることがことごとく上手
く行かなかったりトラブル続きだったりする巡り合
わせ、悪循環が不思議にもおこります。臨床家であ
れば皆そんな経験があることでしょう。決して悪意
でも手抜きでも医療ミスでもないのです。でも、や
はりご家族にしてみれば「なぜ？」の思いがあるの
は当然でしょう。

主治医の先生との（あるいは担当の看護師も含め
て病院側との）コミュニケーションの不足と行き
違いがあるように思います。今後、nina さんを含
めたご家族と主治医の先生（と病院側）との間で信
頼関係が築けるかどうかが大事だと思います。key 
person（ご家族の中で代表となって病院側と話し

合う方）はお母様なのでしょうか？ nina さんなの
でしょうか？お母様だとすればお母様が主治医の先
生や病院に対してどのように感じておられるかも
とても大切だと考えます。不信感を持ちながら話し
合ってもあまり良い解決は得られません。主治医と
の間で信頼関係が得られないのであれば病院の上層
部に主治医変更を願い出るという方法もあります。
また、病院が信用できないのであれば（たとえ遠方
になったとしても）やはり転院しかないと思います。

きっと主治医の先生はお父様の事を一生懸命考え
て一生懸命に治療をおこなっているに違いないと
いうことを nina さんにわかってもらいたいのです。
その上で納得できるかどうかは nina さんの考え方
次第だと思います。

最後に、参考ですが、当院の場合、胃瘻造設をさ
れた方の約 10％が胃瘻造設後２週間目で順調に胃
瘻を使用できず（クリティカルパスから逸脱）、ま
た、10％は３ヶ月後には様々な理由（肺炎、嘔吐、
他病の悪化など）で、胃瘻を使用できない状況に
なっています。

Re: 胃ろうの手術について From：nina

みっくん先生のお言葉、しっかり伝わりました。実
はもともとの病気が手術できない脳腫瘍なので、胃ろ
う造設 10 日目に熱が出ていたのに、そういう父の体
の変化はすべて脳腫瘍からとの説明しか受けなかった
そうです。key person は母で、毎日付き添って変化を
看ているのですが、母の訴えに対する病院側の対応に
信頼できないものを感じているようです。先生方のご
意見を伺うことができましたので、母に別の助言がし
てあげられます。ありがとうございました。

 ご注意！情報は見る側が再確認を
[No.832] 口腔ケアについて教えて下さい From：めい

個人病院で看護師をしています。今年は口腔ケア
の充実に努めていこうと思っていたところ、ここで
貴重なお話を聞かせていただきました。

ところで、私のところでは口腔内の清拭にお決ま
りのようにお茶を使っているのですが、皆様はどん
な薬剤を使っておられるのでしょうか？最近、舌苔
の除去には “凍らせたパイナップルでこするとよい”
という話を聞いたりしてきっと他にも色々なものが
あるのではないかと思っております。皆様のされて
いる情報をいただけたらうれしいです。

PDN談話室　８５０のQ&Aに ８万のアクセス
この 4 月、PDN は設立 4 年目を迎えました。1 日に数件のアクセスでスタートしたホームページも、

いまでは総アクセス数 17 万件を超え、談話室では 850 件以上の Q ＆ A を読むことができます。それ
ぞれの Q&A には、医療従事者からの専門的なアドバイスのほか、患者・家族のみなさんからも貴重
な体験談や感想が書き込まれています。

この膨大かつ貴重な財産である Q&A は、私たちの力不足でいまだ ｢ 過去の質問 ｣ として整備できて →

第19回日本静脈経腸栄養学会
胃瘻に関するおもな演題（敬称略）

● NST による PEG クリニカルパスの効果
松阪中央総合病院 NST/ 薬剤部　谷口賢二、ほか

● 胸部外科手術後、呼吸器合併症による重症病態に PEG, 経腸栄養が奏功した７例
藤田保健衛生大学外科　桜井洋一、ほか

● 経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）における NST のかかわりとその評価
亀田メディカルセンター内視鏡室　松本雄三、ほか

● 経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）後胃潰瘍の検討
伊達赤十字病院消化器科　萩原誠也、ほか

● 胃瘻造設による胃食道酸逆流、胃酸度、胃排出機能の変化に関する検討
愛知医科大学消化器内科　飯田章人、ほか

● 半固形食品による胃瘻からの短時間注入法の適応に関する検討
香川医科大学総合診療部　合田文則、ほか

● 胃瘻造設者の現状と問題点
姫路聖マリア病院看護部　村下純子、ほか

● PEG 施行困難例に対する PED,PEJ
藤田保健衛生大学外科　桜井洋一、ほか

● PEG 施行患者の栄養状態との予後予測に関する検討
藤田保健衛生大学食養部　西田卓明、ほか

● NST での PEG パスへの栄養士の関わり方について
医療法人舟山病院 NST 褥瘡対策委員会 / 栄養科　三原法子、ほか
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【
は
じ
め
に
】

腸
管
神
経
細
胞
減
少
症
※1

（hypoganglionosis

、
以
下
Ｈ
）
は

H
irschsprung

病
類
似
疾
患
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
広
範
囲
腸
管
神
経
細
胞
減
少
症

（dissem
inated hypoganglionosis

、

以
下
Ｄ
Ｈ
）
は
Ｈ
の
な
か
で
最
重
症
型
で

あ
る
。
確
定
診
断
に
は
腸
管
全
層
生
検

に
よ
る
組
織
化
学
検
査
が
必
須
で
あ
る
。

腸
管
運
動
障
害
の
範
囲
に
も
よ
る
が
、

静
脈
栄
養
管
理
か
ら
離
脱
で
き
な
い
例

か
ら
離
脱
例
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
症
例
は
、
現
在
も
経
口
栄
養
と
静

脈
栄
養
の
併
用
で
在
宅
栄
養
管
理
中
で

あ
る
が
、
栄
養
投
与
と
排
泄
路
と
し
て

複
数
の
チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻
管
理
が
行
わ
れ

た
。
ボ
タ
ン
型
腸
瘻
を
排
泄
路
と
し
て
利

用
し
て
有
用
と
思
わ
れ
た
の
で
、
我
々
の
経

管
栄
養
管
理
の
現
状
も
合
わ
せ
報
告
す
る
。

【
症
　
例
】

１
９
９
９
年
12
月
１
日
、
満
期
自
然

分
娩
、
２
８
２
５
ｇ
に
て
出
生
し
た
男

児
。
出
生
直
後
か
ら
腹
部
膨
満
が
あ
り
胎

便
排
泄
遅
延
が
持
続
し
た
。
経
鼻
胃
管

を
留
置
さ
れ
、
生
後
10
日
、
当
院
小
児
科

に
入
院
し
た
。Hirschsprung

病
の
疑

い
で
生
後
16
日
当
科
に
転
科
し
た
。
注
腸

造
影
でcaliber change

の
存
在
は
明

ら
か
で
は
な
か
っ
た
（
図
１
）。

直
腸
肛
門
内
圧
検
査
で
は
直

腸
肛
門
反
射
が
陰
性
で
、
直

腸
粘
膜
生
検
で
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
活
性
陽

性
神
経
線
維
の
増
生
を
認
め

（
図
２
）、H

irschsprung

病
の
診
断
で
開
腹
し
た
。
腸

管
全
層
生
検
に
よ
る
迅
速
診

断
で
は
横
行
結
腸
と
回
盲
弁

か
ら
20
㎝
口
側
の
２
ケ
所
の

Auerbach

神
経
叢
に
は
神

経
節
細
胞
は
認
め
ら
れ
ず（
図

２
）、 

50
と
60
㎝
口
側
の
腸
管

神
経
叢
に
数
の
少
な
い
未
熟

な
神
経
節
細
胞
が
認
め
ら
れ

た
。
広
範
囲H

irschsprung

の
診
断
で
、
回
盲
弁
か
ら
60

㎝
口
側
、T

reitz

靱
帯
か
ら

１
１
０
㎝
肛
門
側
の
回
腸
に

ニ
連
銃
式
人
工
肛
門
を
造
設

し
第
１
回
手
術
を
終
了
し
た
。

授
乳
を
開
始
し
た
が
、
再
び

腸
閉
塞
症
状
が
出
現
し
た
。

出
生
後
２
週
経
過
し
て
お
り
、

中
心
静
脈
栄
養（
カ
フ
な
し
カ

テ
ー
テ
ル
使
用
）
が
開
始
さ
れ
た
。
術
後

１
ヶ
月
癒
着
性
腸
閉
塞
を
発
症
し
癒
着
剥

離
術
を
受
け
た
。
そ
の
後
も
腸
閉
塞
が
持

続
し
た
。
生
後
３
ヶ
月
、
神
経
節
細
胞
の

未
熟
性
に
と
も
な
う
回
腸
人
工
肛
門
の
機

能
不
全
と
考
え
、
更
に
口
側
10
㎝
の
拡
張

回
腸
に
チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻
（
14 

Fr
、Foley

カ
テ
ー
テ
ル
使
用
）
を
造
設
し
た
。
チ
ュ
ー

ブ
腸
瘻
は
機
能
し
経
口
摂
取
が
可
能
と

な
っ
た
が
不
十
分
で
あ
り
、
静
脈
栄
養
主

体
の
栄
養
管
理
が
行
わ
れ
た
。
生
後
５
ヶ

月
、
長
期
留
置
用B
roviac

カ
テ
ー
テ

ル
に
よ
る
静
脈
栄
養
管
理
に
移
行
し
た
。

在
宅
栄
養
管
理
を
前
提
に
、
生
後
７
ヶ
月

チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻
を
ニ
連
銃
式
人
工
肛
門
に

変
更
し
、
初
回
造
設
の
人
工
肛
門
は
閉
鎖

し
た
。
生
後
10
ヶ
月
、
在
宅
栄
養
管
理
に

移
行
し
た
。
１
歳
５
ヶ
月
と
な
り
治
療
方

針
決
定
の
た
め
腸
管
機
能
と
形
態
学
的

検
査
が
再
検
討
さ
れ
た
。
回
腸
人
工
肛
門

の
末
梢
側
の
造
影
検
査
で
蠕
動
運
動
が
認

め
ら
れ
、
直
腸
肛
門
反
射
も
陽
性
と
な
っ

た
。
回
腸
人
工
肛
門
の
肛
門
側
と
直
腸
の

全
層
生
検
を
行
っ
た
と
こ
ろA

uerbach

神
経
叢
に
数
は
少
な
い
が
成
熟
神
経
節
細

胞
が
認
め
ら
れ
た
。
他
施
設
病
理
医
に
コ

ン
サ
ル
ト
し
Ｄ
Ｈ
と
診
断
さ
れ
た
。
蠕
動

の
認
め
ら
れ
た
空
置
回
腸
で
の
経
腸
栄
養

の
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
回
腸

人
工
肛
門
の
末
梢
に
チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻（
８
Fr 

Foley 

カ
テ
ー
テ
ル
使
用
）
を
、
更
に
腸

管
蠕
動
障
害
は
横
行
結
腸
以
下
で
特
に
遅

延
し
て
い
る
こ
と
か
ら
消
化
管
減
圧
の
目

的
で
チ
ュ
ー
ブ
虫
垂
瘻
（
10 

Fr
、Foley 

カ
テ
ー
テ
ル
使
用
）を
造
設
し
た
。
経
口
か

ら
は
幼
児
食
、
チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻
か
ら
成
分

栄
養
剤
の
注
入
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、

成
分
栄
養
剤
の
注
入
は
患
児
の
協
力
が
得

ら
れ
ず
１
日
１
回（
エ
レ
ン
タ
ー
ル
１
０
０

㎖
／
日
、
0.6
㎉
／
㎖
）が
限
度
で
あ
っ
た
。

患
児
の
親
が
回
腸
人
工
肛
門
の
閉
鎖
を
強

く
希
望
し
、３
歳
２
ヶ
月
に
閉
鎖
術
を
行
っ

た
。（
図
３
）
そ
の
際
、
下
部
腸
管
の
蠕
動

障
害
はbacterial translocation

を
惹

起
し
減
圧
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
敗
血
症

を
く
り
返
す
場
合
に
は
人
工
肛
門
の
再
造

設
を
行
う
こ
と
な
ど
話
し
あ
っ
た
上
、
吻

合
部
口
側
に
チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻
（
14 

Fr
腎
盂

用
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
使
用
）が
造
設
さ

れ
た
。
４
歳
の
現
在
、
栄
養
管
理
は
Ｈ
Ｐ

Ｎ
と
経
口
栄
養
を
併
用
し
、
人
工
肛
門
閉

鎖
以
後
腸
瘻
栄
養
は
中
断
し
て
い
る
。

【
考
　
察
】

⑴
経
腸
栄
養
の
適
応
、
投
与
方
法
、
投
与

経
路
の
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

静
脈
・
経
腸
栄
養
の
施
行
に
関
し
、
A
・

S
・P
・E
・N
・ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
2
0
0
2

年
）※2
は
、
研
究
に
基
づ
い
た
証
拠
の
強
さ

を
加
味
し
て
お
り
、
栄
養
管
理
に
携
わ
る

医
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど

に
最
も
利
用
価
値
の
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
あ
る
。
表
１
は
小
児
の
経
腸
栄
養
の
適

応
、
投
与
方
法
、
投
与
経
路
の
実
施
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

小
児
の
経
腸
栄
養
で
は
、
妊
娠
32
〜
34

週
以
後
に
出
生
し
、
呼
吸
器
疾
患
の
な
い

乳
児
の
よ
う
に
経
口
摂
取
が
原
則
で
あ
る
。

新
生
児
集
中
治
療
室（
N
I
C
U
）で
治
療

を
受
け
て
い
る
早
産
児
（
妊
娠
32
〜
34
週

未
満
）と
か
、
衰
弱
し
、
極
め
て
状
態
の
悪

い
乳
児
は
経
口
摂
取
は
困
難
で
、
経
鼻
あ

る
い
は
経
口
胃
管
に
よ
る
経
腸
栄
養
が
行

わ
れ
る
。
し
か
し
、
胃
内
容
排
出
遅
延
の
あ

る
乳
児
の
よ
う
な
例
で
は
、
胃
管
栄
養
は

時
に
危
険
で
あ
り
、
経
鼻
十
二
指
腸
あ
る

い
は
空
腸
管
栄
養
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ

る
。
胃
瘻
管
は
経
口
的
に
２
〜
３
ヵ
月
栄

養
摂
取
が
で
き
な
い
乳
児
の
よ
う
な
例
で

考
慮
さ
れ
る
栄
養
投
与
経
路
で
あ
る
。
神

経
学
的
に
直
接
授
乳
が
不
可
能
か
、
消
化

管
奇
形
の
あ
る
乳
児
で
は
胃
瘻
造
設
に
よ

る
経
管
栄
養
の
実
施
が
推
奨
さ
れ
る
。
以

上
が
小
児
の
経
腸
栄
養
の
基
本
的
考
え
方

で
あ
る
。

経
腸
栄
養
は
、
静
脈
栄
養
と
比
較
し
て

生
理
的
で
あ
り
、
経
腸
投
与
の
リ
ス
ク
が

患
児
に
な
い
と
き
感
染
症
の
合
併
が
少
な

い
こ
と
、
腸
管
運
動
お
よ
び
消
化
吸
収
機

能
に
良
い
影
響
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
な

ど
静
脈
栄
養
の
利
点
を
凌
駕
し
て
い
る
。

一
方
、
静
脈
栄
養
の
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
必
要
栄
養
所
要
量
を
経
口
あ
る

い
は
経
腸
栄
養
で
摂
取
不
可
能
か
不
十
分

秋
田
大
学
医
学
部
外
科
学
講
座　

小
児
外
科
学
分
野

蛇
口
達
造
、
吉
野
裕
顕
、
森
井
真
也
子
、
蛇
口　

琢
、
加
藤
哲
夫

ボ
タ
ン
型
腸
瘻
を
排
泄
路
と
し
た
在
宅
栄
養
管
理
中
の

広
範
囲
腸
管
神
経
節
細
胞
減
少
症
の
１
例

（A，B）：直腸粘膜生検でのアセチルコリンエステラ
ーゼ染色では粘膜筋板を越え陽性線維が粘膜固有
層にある。（C）横行結腸と（D）回腸のH-E染色：筋
層間神経叢は小さく正常神経節細胞は存在しない。

早産児および状態の思わしくない新生児は栄養学的なリスクを有している。正規の栄養アセスメントと
栄養管理計画の作成が必要な患児を特定するためには、栄養スクリーニングを実施する。

A. ガイドラインを裏付ける十分な研究に基づいている（前向き無作為試験）
B. ガイドラインを裏付ける比較的十分な研究に基づいている（十分に計画された非無作為試験）
C. ガイドラインは専門家の意見および専門委員会のコンセンサスに基づいている

図1. 出生後消化管造影図2. 病理組織学的検査

（A）出生後前医での上部消化管造影；造影剤が拡張
した腸管内（小腸）に淡く認められる。
（B）当院での注腸造影；caliber changeは脾攣曲部
まではあきらかでない。

表1. 小児に対する経腸栄養の適応、投与方法、投与経路の実施ガイドライン

経鼻胃チューブ、経口胃チューブ、または経胃瘻いずれの場合も、栄養剤はボーラス投与でも持続投与でもよい。

2～3ヵ月以上にわたり経管栄養が必要な場合には、乳児への胃瘻造設術を考える。

疾患のある乳児または早産児に対する栄養法は、生後数日のうちに1日20kcal/floz（約30mL）
かつ20mL/kgで開始し、状態に応じて1日に20mL/kgづつ増加させる。

早産児には強化乳または早産児用調乳を使用する。

ほとんどの満期産児には、母乳または鉄分を強化した牛乳ベースの特殊調整乳を使用する。

乳児に対する経腸栄養は、経鼻胃チューブあるいは経口胃チューブから行う。この場合、最長3日間
チューブを留置する方法と投与毎に挿管し、終われば抜管するという方法のいずれでも良い。

妊娠32～34週以降に出生した乳児には呼吸器疾患がなければ直接授乳する。

1.

8.

7.

6.

5.

4.

3.
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で
あ
る
患
児
に
静
脈
栄
養
法
を
適
用
す
る

こ
と
が
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
。

⑵
自
験
経
管
栄
養
対
象
疾
患

経
管
栄
養
の
代
表
的
注
入
部
位
は
、
胃

と
空
腸
で
あ
る
。
短
期
経
管
栄
養
で
は
経

鼻
管
法
が
、
長
期
経
管
栄
養
で
は
経
胃
あ

る
い
は
腸
瘻
法
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は

前
述
し
た
。
過
去
５
年
間
（
１
９
９
９
か

ら
２
０
０
３
年
）
に
当
科
に
入
院
し
、
栄

養
管
理
を
目
的
に
胃
瘻
あ
る
い
は
腸
瘻
造

設
を
受
け
た
患
者
は
26
人
で
あ
っ
た
。
多

く
は
脳
性
麻
痺
（
Ｃ
Ｐ
）
と
精
神
身
体
発

達
遅
延
（
Ｍ
Ｒ
）に
と
も
な
っ
た
胃
食
道
逆

流
症
（
Ｇ
Ｅ
Ｒ
）
ま
た
は
嚥
下
障
害
症
例

で
18
人
（
69
％
）
で
あ
っ
た
。
う
ち
15
人
に

対
し
開
腹
下
にN

issen

逆
流
防
止
術
と

Stam
m

法
に
よ
る
胃
瘻
造
設
術
が
、
３

人
に
は
内
視
鏡
下
胃
瘻
造
設
術（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）

が
施
行
さ
れ
た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
先

天
性
食
道
閉
鎖
症
の
３
人
で
Ａ
型
１
人
に

は
栄
養
投
与
経
路
、
Ｃ
型
の
２
人
に
は
術

後
狭
窄
に
対
し
食
道
拡
張
の
目
的
と
合
併

疾
患
な
ど
の
た
め
胃
瘻
が
造
設
さ
れ
た
。

そ
の
他
は
メ
ッ
ケ
ル
憩
室
を
先
進
部
と
す

る
腸
重
積
症
術
後
の
食
道
狭
窄
症
と
気
管

無
形
成
に
は
胃
瘻
を
造
設
し
、
先
天
性
高

位
空
腸
閉
鎖
症
、
Ｈ
Ｄ
の
術
後
に
出
現
し

た
慢
性
腸
閉
塞
症
、
お
よ
び
今
回
の
呈
示

症
例
に
は
栄
養
投
与
経
路
あ
る
い
は
腸
液

の
排
泄
路
と
し
て
空
腸
あ
る
い
は
回
腸
瘻

管
が
造
設
さ
れ
た
。
死
亡
は
３
人
で
、
Ａ

型
食
道
閉
鎖
症
例
が
転
院
先
で
慢
性
呼

吸
不
全
の
た
め
、
Ｃ
Ｐ
の
２
人
が
在
宅
管

理
中
心
肺
停
止
の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

経
口
栄
養
へ
離
脱
で
き
た
の
は
4
人
で
食

道
閉
鎖
症
２
人
、
食
道
狭
窄
と
高
位
空
腸

閉
鎖
症
が
各
１
人
で
あ
っ
た
。
19
人
は
現

在
も
胃
瘻
あ
る
い
は
腸
瘻
管
を
使
用
中
で

あ
る
。
手
術
時
胃
瘻
用
医
療
材
料
と
し
て

我
々
は
年
齢
に
応
じ
て
10
、
14
、
16 

Fr
の

シ
リ
コ
ン
製Foley

カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用

し
、
４
週
以
後
に
胃
瘻
交
換
用
チ
ュ
ー
ブ

に
変
更
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
ボ
タ
ン
型
に

す
る
か
チ
ュ
ー
ブ
型
に
す
る
か
利
点
と
欠

点
を
説
明
し
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。
初
期
に
使
用
し
た
ガ
ス
ト
ロ
ボ
タ
ン
は

長
期
使
用
に
は
逆
流
防
止
弁
が
耐
え
ら
れ

ず
、
経
皮
的
交
換
に
は
苦
痛
を
伴
う
な
ど

問
題
が
多
く
、
現
在
、
第
一
選
択
と
し
て
薦

め
て
い
る
の
は
経
皮
的
に
無
痛
で
交
換
可

能
な
バ
ル
ー
ン
式
バ
ン
パ
ー
で
、
逆
流
防
止

弁
が
長
も
ち
し
、
チ
ュ
ー
ブ
長
お
よ
び
外
径

の
種
類
が
豊
富
で
、
シ
リ
コ
ン
製
で
あ
る
ボ

タ
ン
型
の
バ
ラ
ー
ドM

IC
-K

EY

（
ミ
ッ

キ
ー
）
胃
瘻
チ
ュ
ー
ブ
で
あ
る
。
原
則
と
し

て
交
換
は
４
カ
月
毎
に
行
い
、
毎
週
１
回

バ
ル
ー
ン
内
の
注
入
蒸
留
水
量
を
確
認
し
、

破
裂
に
よ
る
事
故
抜
去
に
備
え
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
１
例
の

み
、
バ
ル
ー
ン
内
の
蒸
留
水
が
変
色
し
、
逆

流
防
止
弁
が
１
カ
月
で
無
効
と
な
る
例
を

経
験
し
た
。
チ
ュ
ー
ブ
に
関
係
す
る
合
併
症

と
し
て
多
く
経
験
す
る
の
は
肉
芽
形
成
で

あ
る
。
通
常
、
硝
酸
銀
で
焼
灼
し
対
処
す

る
。
長
期
間
留
置

中
、
胃
粘
膜
の
脱

出
を
来
す
こ
と
が

あ
り
、
肉
芽
と
の

鑑
別
が
必
要
と
な

る
。
胃
粘
膜
の
脱

出
例
で
は
程
度
に

も
よ
る
が
麻
酔
下

に
切
除
す
る
。
瘻

孔
と
チ
ュ
ー
ブ
径

お
よ
び
長
さ
が
合

わ
ず
に
胃
あ
る
い

は
腸
液
が
漏
れ
て

炎
症
を
起
こ
し
肉

芽
を
形
成
す
る
。

バ
ル
ー
ン
量
を
増
量
し
た
り
、
サ
イ
ズ
の
異

な
る
チ
ュ
ー
ブ
に
替
え
る
。
チ
ュ
ー
ブ
の
つ
ま

り
と
か
変
形
を
経
験
し
た
が
、
栄
養
剤
の

注
入
終
了
後
の
微
温
湯
の
注
入
・
洗
浄
の

み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
10
倍
に
希
釈
し

た
食
酢
を
１
日
１
回
チ
ュ
ー
ブ
内
に
10
分

間
満
た
す
こ
と
は
有
効
で
あ
っ
た
。

⑶
腸
管
神
経
細
胞
減
少
症
の
栄
養
管
理

（
図
３
）

症
例
呈
示
し
た
腸
管
神
経
節
細
胞
減

少
症（
以
下
Ｈ
）は
、
稀
な
疾
患
で
ヒ
ル
シ
ュ

ス
プ
ル
ン
グ
病
（
以
下
Ｈ
Ｄ
）
類
似
の
腸

閉
塞
症
状
を
主
訴
と
し
て
発
症
す
る
。
※1

Ｈ
は
、
Ｈ
Ｄ
やneuronal intestinal 

dysplasia

（
Ｎ
Ｉ
Ｄ
）
※3
と
の
合
併
も
報

告
さ
れ
て
お
り
、診
断
の
難
し
い
疾
患
で
あ

る
。
当
初
、
患
児
は
迅
速
診
断
結
果
か
ら
、

広
範
囲
Ｈ
Ｄ
と
考
え
ら
れ
未
熟
な
腸
管

神
経
節
細
胞
の
成
熟
を
期
待
し
根
治
手
術

待
機
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
諸

検
査
か
ら
、
新
た
に
腸
管
全
層
生
検
が
行

わ
れ
Ｄ
Ｈ
と
確
定
診
断
さ
れ
た
。
患
児
に

と
っ
て
、
Ｄ
Ｈ
の
診
断
は
根
治
手
術
の
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
家
族
に
対
す

る
疾
患
に
つ
い
て
の
説
明
が
く
り
返
し
行

わ
れ
た
。
家
族
の
落
胆
は
強
か
っ
た
が
、
在

宅
栄
養
管
理
を
既
に
経
験
し
、
静
脈
・
経

腸
栄
養
の
知
識
も
徐
々
に
増
加
し
実
践
し

て
い
た
た
め
か
家
族
と
し
て
の
受
容
は
早

か
っ
た
。
し
か
し
、
カ
テ
ー
テ
ル
敗
血
症
あ
る

い
は
腸
瘻
周
囲
の
感
染
な
ど
を
契
機
と
し
て

時
に
感
情
を
露
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、
受
容

後
で
も
手
術
あ
る
い
は
処
置
に
関
し
説
明
と

同
意
に
は
留
意
し
た
。

前
述
の
A
・
S
・
P
・
E
・
N
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
D
H
の
栄
養
管
理
に
利

用
で
き
る
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
偽
性
腸

閉
塞
症
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
、
栄

養
投
与
が
実
施
で
き
る
消
化
管
の
範
囲
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
死
亡
例
は

静
脈
栄
養
の
合
併
症
を
呈
し
た
症
例
で
あ

り
、
合
併
症
を
減
ら
す
た
め
に
は
減
圧
用

の
胃
瘻
ま
た
は
小
腸
瘻
造
設
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
栄
養
投
与
経
路
に
も

利
用
す
る
こ
と
で
栄
養
維
持
が
可
能
と
な

る
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
文
献
的
証
拠
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

チ
ュ
ー
ブ
腸
瘻
の
利
点
と
し
て
、
腸
液

に
よ
る
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
、
ス
ト
ー

マ
管
理
が
容
易
で
、
口
側
腸
管
の
減
圧
と

洗
腸
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
※4
。
現
在
で
は
、
ス
ト
ー
マ
ケ

ア
の
発
達
で
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
な
く
人
工
肛

門
の
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に

は
症
例
毎
に
対
処
し
て
良
い
と
考
え
ら
れ

る
。
人
工
肛
門
造
設
後
の
重
篤
な
合
併
症

の
ひ
と
つ
に
ス
ト
ー
マ
の
狭
窄
が
あ
る
。
腸

炎
を
発
症
し
て
気
づ
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、

臨
床
的
に
は
尿
量
が
減
少
し
、
そ
の
後
に

多
量
の
水
様
便
が
排
出
さ
れ
、
小
児
で
は

シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
い
る
可
能
性
が
高
い
。

呈
示
症
例
は
回
腸
人
工
肛
門
か
ら
40
〜

50
ｇ
／
㎏
／
日
の
水
様
便
が
排
泄
さ
れ
、

静
脈
栄
養
の
ル
ー
ト
か
ら
、
細
胞
外
液
成

分
の
輸
液
で
補
充
対
処
し
た
。
人
工
肛
門

閉
鎖
後
も
チ
ュ
ー
ブ
回
腸
瘻
か
ら
の
腸
液

量
は
著
明
な
減
少
は
な
く
、
毎
日
２
〜
３

回
腸
瘻
を
開
放
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
更

に
上
行
結
腸
か
ら
横
行
結
腸
に
か
け
常
に

7
〜
10
ｇ
／
㎏
／
日
の
泥
状
便
が
停
滞

し
、
虫
垂
瘻
か
ら
の
腸
洗
浄
が
毎
日
必
要

と
な
っ
た
。
人
工
肛
門
を
閉
鎖
す
る
際
に
、

チ
ュ
ー
ブ
回
腸
瘻
の
管
理
に
つ
い
て
十
分
指

導
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
１
度
だ
け

閉
鎖
後
に
腸
炎
を
発
症
し
た
。
腸
洗
浄
に

よ
る
便
の
排
泄
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

を
母
親
が
理
解
し
、
そ
の
後
は
順
調
に
経

過
し
た
。
患
児
自
身
は
未
だ
排
便
は
自
立

し
て
い
な
い
が
、
人
工
肛
門
の
閉
鎖
で
、
本

来
の
肛
門
か
ら
排
ガ
ス
は
毎
日
あ
り
、
少

量
の
排
便
で
は
あ
る
が
母
親
に
教
え
る
よ

う
に
な
り
、
自
立
が
期
待
さ
れ
る
。
本
症

例
で
は
、
サ
イ
ズ
の
多
い
バ
ラ
ー
ドM

IC
-

K
EY

（
ミ
ッ
キ
ー
）胃
瘻
チ
ュ
ー
ブ
を
、
回

腸
瘻（
16 

Fr
）と
虫
垂
瘻（
14 

Fr
）に
使
用

し
た
が
、
排
泄
路
と
し
て
も
短
時
間
で
処

置
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

有
用
で
あ
っ
た
。（
図
４
）

【
ま
と
め
】

経
腸
栄
養
を
基
本
に
、
静
脈
栄
養
を
従

と
し
た
考
え
は
安
全
な
栄
養
管
理
を
行
う

た
め
必
須
で
あ
る
。
経
管
栄
養
に
使
用
す

る
医
療
材
料
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
初

期
に
使
用
し
た
ガ
ス
ト
ロ
ボ
タ
ン
か
ら
現

在
の
バ
ラ
ー
ドM

IC
-K

EY

（
ミ
ッ
キ
ー
）

胃
瘻
チ
ュ
ー
ブ
に
変
更
す
る
の
に
時
間
を

要
し
な
か
っ
た
。
チ
ュ
ー
ブ
交
換
を
経
皮
的

に
行
う
際
の
患
児
の
苦
痛
は
耐
え
難
い
も

の
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
医
療
者

側
は
安
全
性
の
上
に
治
療
方
針
を
考
え
る

が
、
時
に
患
者
側
か
ら
の
要
望
に
答
え
る

べ
く
冒
険
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
に
医
療

側
と
患
者（
家
族
）間
で
治
療
に
対
す
る
考

え
方
に
ず
れ
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
ず

れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
疾
患
を
的
確

に
把
握
し
最
新
の
情
報
の
下
に
、
患
者（
家

族
）と
よ
く
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。
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図4. 虫垂瘻（B）からの洗腸には図のように真直ぐの接続チューブ
を使用する。口側回腸瘻（A）は腸液排泄用で40〜50g/kg/日
である。成分栄養剤投与経路として造設したチューブ回腸瘻（C）。

図3. 成長と栄養管理
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は
じ
め
に 

嚥
下
障
害
に
対
す
る
当
院
で
の
取

り
組
み
を
、
V
F
検
査
や
内
視
鏡
的

胃
瘻
造
設
術（
P
E
G
）の
導
入
を
含

め
て
紹
介
し
、
嚥
下
障
害
治
療
に
お

け
る
P
E
G
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
院
で
の
嚥
下
障
害

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

当
院
は
1
9
6
床
の
病
院
で
、
こ

の
内
1
0
0
床
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
し
て
運
用
し
て
い

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
入
院
し
て
く

る
患
者
さ
ん
の
約
８
割
は
脳
梗
塞
や

脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
や
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
・
背
髄
小
脳
変
性
症
と

い
っ
た
変
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
で
、

嚥
下
障
害
を
も
つ
方
が
非
常
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
病
棟
の
運
用
上
、
急

性
期
を
過
ぎ
た
時
点
で
す
ぐ
に
入
院

し
て
来
ら
れ
る
方
が
多
く
、
経
鼻
胃

管
や
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
を
着
け
た
状

態
で
の
入
院
も
み
ら
れ
ま
す
。
発
症

後
ま
だ
一
度
も
物
を
口
に
し
て
い
な
い

と
い
う
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
方
々
に
対
し
て
経
口
摂
取
の

可
能
性
を
早
期
に
探
っ
て
ゆ
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

咀
嚼
や
嚥
下
の
機
能
に
は
、
意
識

レ
ベ
ル
や
呼
吸
の
状
態
、
麻
痺
の
程

度
や
A
D
L
等
々
、
全
身
状
態
や
生

活
環
境
が
密
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
P
T
・
O
T
・
S
T
・

看
護
師
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
全
員
の
評
価
と
問
題
点
の

共
有
化
が
重
要
で
す
。
必
要
な
場
合

に
は
、
嚥
下
造
影（
V
F
）検
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

訓
練
の
方
法
や
食
事
の
内
容
な
ど
を

検
討
し
て
ゆ
き
ま
す（
図
１
）。

V
F（
嚥
下
造
影
）

検
査
に
つ
い
て

写
真
１
は
V
F
検
査
を
行
っ
て
い

る
場
面
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
で
口
唇
や

舌
、
咽
頭
・
喉
頭
・
食
道
な
ど
の
動
き
、

食
塊
の
流
れ
な
ど
を
観
察
し
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
分
析
・
評
価
し
て
、
訓
練

や
食
事
の
形
態
な
ど
を
決
め
て
ゆ
き

ま
す
。
嚥
下
訓
練
を
続
け
て
い
る
患

者
さ
ん
で
は
、
く
り
返
し
V
F
検
査

を
お
こ
な
い
、
訓
練
の
効
果
を
み
て

ゆ
き
ま
す
。

当
院
の
V
F
検
査
で
使
用
す
る
検

査
食
は
、
わ
ず
か
に
と
ろ
み
の
つ
い
た

水
様
性
の
も
の
か
ら
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

エ
ッ
グ
ほ
ど
の
硬
さ
の
固
形
物
ま
で
、

６
種
類
の
検
査
食
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
こ
の
検
査
で
適
切
な
食
事
の
内

容
も
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

V
F
検
査
で
の

異
常
所
見

V
F
検
査
で
み
る
嚥
下
の
主
な
異

常
所
見
を
写
真
２
に
示
し
ま
す
。

①
嚥
下
前
の
咽
頭
侵
入
：
嚥
下
反
射

が
お
こ
る
前
に
食
塊
が
咽
頭
や
喉
頭

の
あ
た
り
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。

舌
運
動
の
低
下
な
ど
で
、
食
塊
を
舌

の
上
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
保
持
で
き

な
い
場
合
に
み
ら
れ
る
。

②
鼻
腔
へ
の
食
塊
の
逆
流
：
嚥
下
時

の
軟
口
蓋
の
挙
上
不
全
で
起
こ
る
。

③
喉
頭
蓋
谷
や
食
道
入
口
部
な
ど
に

お
け
る
食
塊
残
留
：
舌
骨
や
喉
頭
の

挙
上
不
全
、
咽
頭
筋
の
収
縮
不
全
、

そ
れ
に
伴
う
上
部
食
道
括
約
筋
の
弛

緩
不
全
な
ど
で
起
こ
る
。
嚥
下
後
に
、

残
留
物
が
喉
頭
や
気
管
に
流
れ
込
む

こ
と
は
よ
く
あ
る
。

④
嚥
下
時
の
喉
頭
蓋
の
反
転
不
良
：

嚥
下
の
瞬
間
、
喉
頭
の
挙
上
に
あ
わ

せ
て
喉
頭
蓋
が
下
方
に
反
転
し
、
気

管
入
り
口
に
蓋
を
し
て
誤
嚥
を
防
ぐ

が
、
喉
頭
の
動
き
の
悪
さ
な
ど
が
影

響
し
て
反
転
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
不

充
分
で
あ
っ
た
り
す
る
。
当
然
、
誤
嚥

の
危
険
性
は
高
く
な
る
。

⑤
食
塊
の
喉
頭
へ
の
侵
入（
食
塊
が
声

帯
を
越
え
な
い
）

⑥
気
管
内
侵
入
：
食
塊
が
声
帯
を
越
え

て
気
管
に
流
入
す
る（
い
わ
ゆ
る
誤
嚥
）

日
々
の
継
続
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性

当
院
で
の
V
F
検
査
記
録
用
紙
を

紹
介
し
ま
す
（
図
２
）。
こ
の
記
録
用

紙
は
、
一
枚
の
用
紙
に
依
頼
書
・
報

告
書
・
摂
食
機
能
療
法
計
画
書
が
一

体
と
な
っ
て
お
り
、
食
事
内
容
の
評

価
や
摂
食
訓
練
へ
の
指
示
が
具
体
的

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
嚥
下
訓
練
に
関
し
て
は
、
摂
食

機
能
療
法
計
画
書
に
対
応
し
た
「
訓

練
マ
ニ
ュ
ア
ル
」が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

看
護
師
や
介
護
職
な
ど
、
だ
れ
も
が

共
通
の
訓
練
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
は
、
自
主
的
に
訓
練

を
続
け
て
頂
く
た
め
の
、
患
者
さ
ん

向
け
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
図
３
）
な
ど

も
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
評

価
や
訓
練
の
シ
ス
テ
ム
は
Ｓ
Ｔ
や
看

護
師
ら
が
中
心
と
な
り
共
同
で
作
成

し
て
き
た
も
の
で
す
。「
Ｖ
Ｆ
検
査
は

N
T
T
東
日
本
伊
豆
病
院（
静
岡
県
）

内
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

稲
川
利
光

嚥
下
障
害
治
療
に
お
け
る

P
E
G
の
位
置
付
け

問題点の把握・評価・観察・VF 
（訓練内容および食事内容の検討） 

治療・訓練 胃瘻造設など 
食事の場面での評価・観察が大切である。VF検査などの
結果を参考にしながら訓練内容や食事の内容を検討する。
ケースによっては胃瘻の適応を考えてゆく。 

図1. 当院での嚥下障害へのアプローチ

写真1.  できるだけ家族に参加してもらい、一緒に
 嚥下の状態を評価・検討するようにしている。

写真2. VF検査でよくみられる嚥下障害例

PT：理学療法士　OT：作業療法士　ST：言語聴覚士
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あ
く
ま
で
参
考
で
あ
り
、
嚥
下
障
害

を
み
る
に
は
実
際
の
食
事
の
場
面
で

の
観
察
と
評
価
に
勝
る
も
の
は
な
い
」

と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
認
識
と
意
気
込

み
は
強
く
、
日
常
の
食
事
の
介
助
や

口
腔
ケ
ア
の
場
面
で
嚥
下
の
状
態
を

観
察
し
、
全
身
の
変
化
に
気
を
配
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
看
護
師
や
嚥
下
体
操
の

一
場
面
で
す
。
看
護
師
や
介
護
職
が

中
心
に
な
っ
て
、
毎
日
30
分
、
昼
食
前

に
対
象
の
患
者
さ
ん
全
員
で
体
操
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
や
歌
に
あ
わ

せ
て
、
集
団
で
楽
し
く
体
操
を
行
う

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
訓
練
意
欲
は

高
ま
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

看
護
師
た
ち
で
作
っ
た
「
嚥
下
の

壁
新
聞
」
は
嚥
下
障
害
の
説
明
や
訓

練
の
意
義
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
載

せ
た
も
の
で
、
手
作
り
の
暖
か
さ
が

患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
好
評
で
す

（
写
真
４
）。

嚥
下
障
害
へ
の
チ
ー
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
の
大
切
さ

当
院
で
は
、
食
堂
の
隅
に
Ｏ
Ｔ

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
Ｏ
Ｔ
も
常
時
患

者
さ
ん
の
食
事
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
も

姿
勢
や
呼
吸
と
い
っ
た
全
身
の
状
態

を
Ｏ
Ｔ
と
協
力
し
て
み
て
い
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す（
写
真
５
）。

食
べ
る
と
い
う
行
為
は
全
身
で
行

う
行
為
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
体
力

や
意
識
レ
ベ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養

状
態
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
状
況
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
影
響
し
て
き
ま
す
。
眠
剤

や
抗
精
神
病
薬
、
抗
痙
攣
剤
な
ど
の

薬
剤
も
嚥
下
機
能
に
影
響
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
嚥
下
障
害
に
対
し

て
は
、
患
者
さ
ん
の
全
体
像
を
捉
え

な
が
ら
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切

で
、
そ
の
た
め
に
は
、
看
護
師
や
介
護

職
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、

栄
養
士
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科

衛
生
士
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
問

題
点
を
共
有
し
、
日
々
の
連
携
を
深

め
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。
特
に

退
院
後
、
在
宅
療
養
に
移
行
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
継
続
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
よ
う
、
病
院
と

地
域
と
の
連
携
を
は
か
っ
て
ゆ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
病
院
内
で
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
に
お
い
て
も
、
嚥
下
障
害

へ
の
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
後
の
大

き
な
課
題
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
は
経
口
摂
取
を

促
す
た
め
の
一
手
段

─
栄
養
摂
取
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
─

経
口
摂
取
が
可
能
に
な
っ
た
患
者

さ
ん
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
元
気

に
な
り
ま
す
。
う
ま
く
食
べ
ら
れ
な

い
患
者
さ
ん
で
も
、
な
ん
ら
か
の
方

法
で
栄
養
摂
取
が
確
保
で
き
れ
ば
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
効
果
的
に
進

み
、
元
気
に
な
り
ま
す
。
元
気
に
な

れ
ば
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私

た
ち
は
、
栄
養
を
き
ち
ん
と
摂
取
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
上
で
の
重
要
な
要
だ

図2. VF用紙
（依頼書・報告書・摂食機能療法計画書）
摂食機能療法計画書については、
その指示内容に応じた訓練マニュ
アルがあり、だれもが共通の訓練
を行えるようにしている。

写真3.  毎日、昼食前の30分間、音楽にあわせて体操をする。

写真5. 嚥下障害にはOTやPTなどの協力は欠かせない。

写真4.  嚥下障害の説明や訓練の意味などを説明した壁新聞

図3.  患者さん向けの
 訓練マニュアルの一例
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と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
障
害
が
重
度
で
長
期
的
に
経

口
摂
取
が
困
難
な
場
合
に
は
、
栄
養

摂
取
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
で
、

胃
瘻
の
適
応
を
考
え
て
ゆ
き
ま
す
。

胃
瘻
の
適
応
に
つ
い
て
は
、
Ｖ
Ｆ
検
査

の
結
果
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
状
況
な
ど
を
含

め
て
、
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

胃
瘻
に
よ
り
栄
養
状
態
を
改
善
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
嚥
下
訓
練
を
続

け
て
ゆ
く
こ
と
で
、
経
口
摂
取
が
可

能
と
な
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
々
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
院
で
は「
胃
瘻

は
嚥
下
障
害
に
対
す
る
最
終
的
な
処

置
で
は
な
く
、
経
口
摂
取
を
う
な
が

す
た
め
の
一
手
段
で
あ
る
」
と
捉
え
て

い
ま
す
。

P
E
G
後
の

経
口
摂
取
の
状
況

当
院
で
は
10
年
ほ
ど
前
よ
り
Ｐ
Ｅ

Ｇ
を
導
入
し
、
現
在
ま
で
に
２
５
０

例
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

造
設
時
の
感
染
症
を
防
ぐ
意
味
で
、

従
来
か
ら
のPush

法
に
代
わ
っ
て

Introducer

法
で
造
設
し
て
い
ま

す
。Push

法
で
は
、
患
者
さ
ん
の

約
45
％
に
瘻
口
周
囲
の
皮
膚
炎
や
蜂

窩
織
炎
と
い
っ
た
感
染
症
が
み
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、Introducer

法

に
し
て
か
ら
は
、
感
染
は
ほ
と
ん
ど

０
で
あ
り
、
全
例
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ

ス
（
図
４
）
に
則
っ
た
治
療
が
可
能
で

す
。
感
染
症
の
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
訓
練
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
院
でIntroducer

法
を
導

入
し
た
２
０
０
１
年
4
月
か
ら

２
０
０
３
年
12
月
ま
で
の
約
２
年

８
ヶ
月
間
に
お
い
て
64
例
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ

を
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
当
院

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院

し
て
き
た
患
者
さ
ん
は
１
１
６
６
名

で
あ
り
、
こ
の
な
か
で
、
む
せ
や
、
飲

み
込
み
の
障
害
な
ど
、
な
ん
ら
か
の

嚥
下
障
害
が
疑
わ
れ
、
Ｖ
Ｆ
検
査
に

至
っ
た
患
者
さ
ん
は
３
５
５
例
で
し

た
。
非
常
に
大
ま
か
な
数
値
で
は
あ

り
ま
す
が
、
当
院
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の

約
30
％
に
何
ら
か
の
嚥
下
障
害
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
約
18
％
に
Ｐ
Ｅ
Ｇ

の
適
応
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
64
例
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
口

摂
取
の
状
態
を
評
価
し
て
み
ま
す
と
、

①
経
口
摂
取
が
充
分
可
能
と
な
り
、

胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
を
抜
去
で
き
た

ケ
ー
ス
：
１
例
。

②
経
口
摂
取
は
良
好
だ
が
、
水
分

や
内
服
薬
な
ど
、
誤
嚥
し
や
す
い
も

の
は
胃
瘻
か
ら
注
入
し
て
い
る
ケ
ー

ス
：
17
例
。

③
ほ
と
ん
ど
の
栄
養
摂
取
を
胃
瘻
か

ら
お
こ
な
う
が
、
プ
リ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
、
ペ
ー
ス
ト
食
な
ど
の
嚥
下
食
を

経
口
摂
取
し
て
い
る
ケ
ー
ス
：
13
例
。

④
ま
っ
た
く
経
口
摂
取
が
困
難
で
胃

瘻
の
み
で
栄
養
摂
取
を
続
け
て
い
る

ケ
ー
ス
：
33
例

④
の
経
口
摂
取
が
ま
っ
た
く
で
き

ず
に
、
胃
瘻
か
ら
の
み
栄
養
を
受
け

て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
P
E
G
の
適

応
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
約
半
数
に

な
り
ま
す
が
、
逆
に
、
①
・
②
･
③

の
よ
う
に
、
P
E
G
後
も
、
経
口
摂

取
を
維
持
・
改
善
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
約
半
数
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
経
口
摂
取
を
維
持
・
改
善
し
て

い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
外
来
の
訓

練
や
デ
イ
ケ
ア
な
ど
に
参
加
し
た
り
、

訪
問
看
護
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
導

入
し
な
が
ら
、
全
身
の
機
能
を
維
持
さ

せ
て
い
る
患
者
さ
ん
で
あ
り
、
口
腔
ケ

ア
ー
や
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
舌
の
運
動

な
ど
、
な
ん
ら
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
日

常
的
に
継
続
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
し

た
。
P
E
G
を
行
っ
た
後
も
、
口
か
ら

食
べ
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
継

続
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
今
後
も
医
療
者

や
介
護
者
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。

P
E
G
は
在
宅
療
養
を

支
え
る
有
効
な
手
段

1
9
9
1
年
11
月
か
ら
2
0
0
0

年
12
月
ま
で
の
９
年
間
で
当
院

で
P
E
G
を
行
っ
た
患
者
さ
ん
は

1
2
5
例
で
、
こ
の
う
ち
長
期
的
に

経
過
を
追
え
た
患
者
さ
ん
は
79
例
で

し
た
。
こ
の
79
例
全
員
が
厚
生
省
の

自
立
度
判
定
基
準
の
B
ま
た
は
C
ラ

ン
ク
、
す
な
わ
ち
寝
た
き
り
群
で
、

身
体
的
に
も
重
度
の
障
害
を
も
つ
患

者
さ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
P
E
G

後
の
療
養
先
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
56

例（
約
70
％
）も
の
患
者
さ
ん
が
在
宅

療
養
に
移
行
し
て
い
ま
し
た
。
重
度

の
身
体
障
害
が
あ
る
た
め
、
家
族
の

介
護
の
負
担
は
非
常
に
重
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て
、
胃
瘻
に
よ

り
、
栄
養
摂
取
が
安
全
に
継
続
し
て

お
こ
な
え
る
こ
と
で
、
何
と
か
在
宅

療
養
が
可
能
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
胃
瘻
は

嚥
下
障
害
を
も
つ
重
度
障
害
の
患
者

さ
ん
の
在
宅
療
養
を
支
え
る
た
め
の

ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

介
護
の
長
期
化

に
つ
い
て

以
上
述
べ
た
、
在
宅
療
養
に
移
行

し
た
56
例
の
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
死

亡
例
は
27
例
で
あ
り
、
そ
の
方
々
の

生
存
期
間
に
つ
い
て
は
、
長
い
方
で
8

年
、
平
均
で
2
年
3
ヶ
月
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
胃
瘻
を
造
設
し
た

後
は
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
在
宅
で

過
ご
す
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
、こ
の

間
、
肺
炎
や
心
不
全
な
ど
を
併
発
し

て
入
退
院
を
繰
り
返
す
例
や
、
関
節

拘
縮
や
褥
瘡
な
ど
を
発
症
し
、
介
護

の
負
担
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
る
ケ
ー

ス
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

P
E
G
を
行
う
患
者
さ
ん
に
対
し

て
は
、
原
疾
患
が
重
度
で
あ
る
だ
け

に
、
長
期
に
わ
た
る
、
医
療
的
か
つ
福

祉
的
な
在
宅
支
援
の
体
制
が
必
須
だ

と
考
え
ま
す
。
P
E
G
は
在
宅
療
養

を
支
え
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
適
応
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に

考
え
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
場

か
ぎ
り
の
安
易
な
P
E
G
の
導
入
は

絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

今
回
、
嚥
下
障
害
に
対
す
る
当
院

で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
そ
の
な

か
で
の
、
P
E
G
の
位
置
付
け
に
つ
て

私
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
胃
瘻
に

よ
っ
て
栄
養
状
態
を
改
善
し
つ
つ
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
す
る
な
か

で
、
経
口
摂
取
を
維
持
・
改
善
さ
せ

て
ゆ
く
患
者
さ
ん
が
い
る
一
方
で
、
口

か
ら
食
べ
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
出
来

ず
に
、
胃
瘻
か
ら
の
栄
養
の
み
で
何

年
間
も
生
き
て
ゆ
か
れ
る
患
者
さ
ん

も
大
勢
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
両

面
に
お
け
る
P
E
G
の
有
用
性
を
考

え
、
適
切
な
P
E
G
の
導
入
と
、
継

続
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
在
り
か
た
を

今
後
も
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図4. 当院の胃瘻造設のクリティカルパス
 造設後の感染症がなくなり、全例、このパスに則ってPEGを施行している。



Ｐ Ｄ Ｎ 通 信（17）　　2004 年 4 月 1 日発行（年 4 回発行） 第 7 号

※ 日付・住所・電話番号・所属・役職などは発行時のものです。　　Copyright© 2001-2011 PEG Doctors Network.All Rights Reserved. http://www.peg.or.jp/

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
日
生
病
院

外
科
の
井
上
善
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
生

病
院
は
大
阪
市
西
区
、
地
下
鉄
阿
波
座
駅

の
６
番
出
口
か
ら
歩
い
て
５
分
く
ら
い
の

比
較
的
便
利
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
の
病
院
の
外
科
部
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
P
E
G
の
患
者
さ
ん
を
診
る
機
会

は
比
較
的
少
な
い
の
で
す
が
、
依
頼
が
く

れ
ば
、
ど
の
施
設
よ
り
も
き
ち
ん
と
管
理

が
で
き
る
と
い
う
自
信
は
あ
り
ま
す
よ
。

私
は
1
9
9
3
年
に
ア
メ
リ
カ
留
学

か
ら
帰
国
し
、
大
阪
府
立
病
院
の
消
化
器

一
般
外
科
で
P
E
G
と
め
ぐ
り
合
い
ま
し

た
。
当
時
、
大
阪
府
立
病
院
で
は
P
E
G

は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
鼻
か
ら

チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
外
見
か
ら

病
人
ら
し
い
し
、
し
ん
ど
い
だ
ろ
う
な
、
自

分
は
入
れ
ら
れ
た
く
な
い
な
、
そ
う
思
っ

た
時
、
P
E
G
を
や
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の

で
す
。
実
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
前
、

1
9
8
8
年
に
阪
大
病
院
で
第
1
例
目

は
経
験
し
て
い
ま
し
た
（
こ
の
時
使
用
し
た

P
E
G
キ
ッ
ト
は
初
期
の
も
の
で
、
留
置
し

た
日
の
夜
、
バ
ン
パ
ー
と
チ
ュ
ー
ブ
の
接
合

が
は
ず
れ
緊
急
手
術
が
必
要
に
な
る
と
い

う
、
非
常
に
不
幸
な
経
験
を
し
て
お
り
ま

す
）。
帰
国
し
て
久
し
ぶ
り
に
臨
床
に
戻
っ

た
時
、
栄
養
管
理
が
確
実
に
行
え
、
患
者

さ
ん
に
楽
な
治
療
と
し
て
、
P
E
G
の
意

義
を
再
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

外
科
の
患
者
さ
ん
で
は
、
癌
末
期
の
癌

性
腹
膜
炎
に
よ
る
イ
レ
ウ
ス
に
対
す
る
減

圧
処
置
と
し
て
の
P
E
G
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
食
道
癌
や

胃
噴
門
部
癌
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
栄
養

投
与
経
路
と
し
て
の
P
E
G
も
施
行
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
脳
血
管
障
害
や
頭
頚

部
癌
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
行
な
う
よ

う
に
な
り
、
院
内
に
徐
々
に
P
E
G
が
普

及
し
ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
P
E
G
研

究
会
で
あ
る
関
西
P
E
G
研
究
会
が
発

足
し
た
の
は
、
1
9
9
5
年
の
こ
と
で
し
た

（
曽
和
融
生
先
生
が
代
表
世
話
人
で
、
第

10
回
研
究
会
を
2
0
0
4
年
6
月
19
日
に

開
催
し
ま
す
。
私
が
当
番
世
話
人
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

1
9
9
7
年
に
大
阪
大
学
第
一
外
科
に

帰
局
。
こ
こ
で
は
心
臓
血
管
外
科
、
呼
吸

器
外
科
、
消
化
器
外
科
の
患
者
さ
ん
を
診

療
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
術
後
合
併
症
、

呼
吸
不
全
、
循
環
不
全
の
患
者
さ
ん
に
対

す
る
栄
養
投
与
経
路
と
し
て
の
P
E
G
を

数
多
く
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
『
急
性
期
P
E
G
』
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
私

は
急
性
期
も
慢
性
期
も
、
P
E
G
症
例
を

経
験
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
、
P
E
G
を
施
行
し
た
ら
患
者
さ
ん
が

元
気
に
な
っ
た
と
い
う
発
表
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
い
で
、
栄
養

管
理
を
し
っ
か
り
や
れ
る
よ
う
に
な
る
か

と
を
強
調
し
た
い
の
で
す
。

ド
ク
タ
ー
達
の
中
に
も
、
造
設
に
は
興

味
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
管
理
は
看
護
師

任
せ
、
と
い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
高
率
に
瘻
孔
周
囲
炎
が
起

こ
っ
た
り
、
適
正
な
栄
養
管
理
が
で
き
な

か
っ
た
り
し
て
、
患
者
さ
ん
の
不
満
や
不

安
が
生
じ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
胃
瘻
は
確
実
に
栄
養
剤
を
投
与
で
き

る
経
路
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
患
者

さ
ん
が
元
気
に
な
る
の
は
、
投
与
す
る
経

腸
栄
養
剤
の
お
か
げ
で
す
。
造
設
し
た
後

の
管
理
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
も
う
一

度
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
に
も
自
分
の
生
活
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
大
切
に
し
た
い
時
と
、
自
分
の
生

活
を
犠
牲
に
し
て
で
も
医
者
と
し
て
の
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
、
使
い

分
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

理
解
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

─
と
、
か
な
り
医
者
寄
り
の
意
見
を
書

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

こ
の
よ
う
に
ナ
ー
ス
、
ヘ
ル
パ
ー
、
家
族
の

方
が
配
慮
し
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ド
ク
タ
ー
、
自
分
の
生
活
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
し
て
い
る
ド
ク
タ
ー
が
い
る
こ
と

も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
…
？

答
え
は
、
主
治
医
を
変
え
、
病
院
を
変

え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
し
か
方
法
は
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
自
分
が
満
足
で
き
る
医
者
を

探
す
こ
と
も
、
あ
る
意
味
、
大
切
だ
と
思
っ

た
り
も
し
て
い
ま
す
。

医
者
と
患
者
さ
ん
と
の
関
係
に
も
、
相

性
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は

結
構
、
ど
ん
な
方
に
も
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
年
代
に
な
っ
て
き
た
な
、
と
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
長
い
お
付
き
合
い

を
す
る
こ
と
が
し
ん
ど
い
と
感
じ
る
患
者

さ
ん
も
、正
直
言
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

医
療
従
事
者
と
し
て
必
要
な
部
分
は
絶
対

に
守
り
ま
す
が
。
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
。

医
者
と
し
て
、
人
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
考

え
て
い
る
、
ま
も
な
く
50
歳
、
医
者
に
な
っ

て
25
年
に
な
る
外
科
医
の
独
り
言
で
す
。

さ
て
、
私
自
身
の
P
E
G
履
歴
を
簡
単

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

題
に
入
り
ま
す
。
P
E
G
に
関
す
る
論
文

を
読
ん
だ
り
発
表
を
聞
い
た
り
し
て
い
る

さ
て
、
今
や
P
E
G
造
設
後
の
管
理
の

主
役
は
、
特
に
在
宅
で
の
管
理
の
場
合
、
家

族
や
訪
問
看
護
を
し
て
い
る
ナ
ー
ス
や
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
は
管
理
の
最
終
決
定
権
は
持
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
こ
れ
は
絶
対
間

違
っ
て
い
る
の
に
、
ド
ク
タ
ー
が
話
を
き
い

て
く
れ
な
い
、
ド
ク
タ
ー
が
認
め
な
い
」
と

い
う
ナ
ー
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
声
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
？
医
者
っ
ち
ゅ
う
の

は
、
プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い
人
種
で
も
あ

り
ま
す（
こ
れ
は
正
直
言
い
ま
す
と
認
め
た

く
な
い
部
分
も
多
い
の
で
す
が
）。
自
分
は

よ
く
勉
強
し
て
い
る
、
ナ
ー
ス
や
ヘ
ル
パ
ー

な
ん
か
よ
り
は
る
か
に
よ
く
知
っ
て
い
る
、

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら
れ
そ
う
に

な
る
と
、
話
を
聞
か
な
い
・
認
め
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
（
実
際

に
患
者
さ
ん
を
よ
り
診
て
い
る
の
は
、
ド
ク

タ
ー
よ
り
も
ナ
ー
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
家

族
の
方
々
な
の
に
。
必
要
な
時
以
外
は
黙
っ

て
み
て
く
れ
て
り
ゃ
い
い
の
に
！
）。
寂
し
い

言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
主
治
医
の

プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
配
慮
し
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
が

…
。
大
事
な
の
は
、
あ
り
き
た
り
の
こ
と
で

す
が
、
患
者
さ
ん
が
楽
に
な
る
よ
う
に
と

共
感
で
き
る
よ
う
、
主
治
医
を
説
得
す
る

努
力
を
続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

で
す
か
？
こ
の
年
で
す
か
ら
、
ナ
ー
ス
や
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
意
見
は
聞
き
ま
す
。
よ
く

話
を
聞
い
た
上
で
、「
そ
う
で
す
か
。
そ
の

方
が
い
い
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
し
ょ
う
か
。」

と
、
意
地
を
張
ら
ず
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
方
か
ら
は
、「
納
得
で
き

る
説
明
が
聞
け
な
い
、
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
き

た
く
て
も
ド
ク
タ
ー
が
会
っ
て
く
れ
な
い
」

な
ど
と
い
う
不
満
の
声
も
し
ば
し
ば
聞
き

ま
す
。
正
直
言
い
ま
す
と
、
忙
し
い
時
に

患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
が
、
ご
自
分
の
都

合
だ
け
で
突
然
「
話
が
聞
き
た
い
」
と
言
っ

て
来
ら
れ
る
と
、
現
実
的
に
困
る
場
合
も

結
構
あ
り
ま
す
。
胃
瘻
を
管
理
す
る
場
合
、

チ
ュ
ー
ブ
が
抜
け
た
な
ど
と
い
う
場
合
以

外
は
、
あ
わ
て
て
処
置
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
予
定
外
で

ド
ク
タ
ー
と
話
が
し
た
い
場
合
、
ア
ポ
イ

ン
ト
を
と
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。
外

来
の
場
合
は
、
ド
ク
タ
ー
の
外
来
日
に
、
あ

ら
か
じ
め
予
約
を
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
ち
ゃ
ん
と
カ
ル
テ
を
出
し
て
も
ら
い
、

正
式
に
話
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
ド
ク
タ
ー
も
い

や
が
ら
ず
、
ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
く
し
、
必
要

な
処
置
も
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ

が
ド
ク
タ
ー
の
義
務
で
す
か
ら
。
し
か
し
、

ら
元
気
に
な
る
の
で
す
。
ど
う
も
、
こ
の
辺

り
に
誤
解
が
あ
り
そ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

慣
れ
れ
ば
P
E
G
と
い
う
手
技
は
、
誰
で

も
安
全
・
確
実
に（
も
ち
ろ
ん
、
コ
ツ
と
い

う
も
の
は
あ
り
ま
す
）
実
施
で
き
ま
す
が
、

造
設
後
、
ど
れ
だ
け
注
意
し
て
管
理
す
る

か
の
方
に
重
点
が
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

（
財
）日
本
生
命
済
生
会
付
属
日
生
病
院（
大
阪
市
）

外
科　

井
上
善
文

医
師
と
の
上
手
な
お
付
き
合
い

特 別 寄 稿

患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
る
理わ

由け

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

医
師
と
の
い
い
関
係
の
た
め
に

外
科
医
の
独
り
言

（財）日本生命済生会付属日生病院
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が
、
カ
ス
の
付
着
が
減
少
し
、
二
日
に

一
度
と
な
り
、
か
つ
カ
ス
が
取
れ
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

㈣
襟
首
の
方
か
ら
イ
ル
リ
ガ
ー
ト
ル

を
接
続
し
て
い
る
為
、
チ
ュ
ー
ブ
の
長

さ
を
や
や
長
め
の
二
十
九
セ
ン
チ
に

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

㈤
酢
水
一
対
十
を
、
チ
ュ
ー
ブ
内
に
留
置

す
る
方
法
は
、
た
ま
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
も
ト
ラ
ブ
ル
皆
無
状
態
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
娘
に
と
り
ま
し
て
は

勿
論
、
介
護
す
る
私
達
に
し
ま
し
て

も
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
有
難

い『
Ｐ
Ｅ
Ｇ
』と
全
員
同
感
で
、
一
番
嬉

し
い
の
は
、
外
出
し
ま
し
て
も
、
見
た

目
が
普
通
の
状
態
で
あ
る
事
で
す
！
加

え
て
と
て
も
リ
ハ
ビ
リ
が
し
易
く
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
毎
日
来
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
達
に
、
励
ま
し
続

け
ら
れ
な
が
ら
、
い
つ
の
日
か
き
っ
と
、

立
ち
上
が
り
歩
き
出
す
事
を
夢
見
な
が

ら
、
織
絵
に
だ
け
与
え
ら
れ
た
こ
の
状

態
を
、
過
去
十
年
か
ら
未
来
の
十
年
後

に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
ら
れ
た
ら
…
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
私
の
目
標
で
す
。
キ
ッ
ト

は
二
年
以
上
使
用
す
る
ゾ
ッ
！

そ
し
て
、
娘
を
こ
こ
ま
で
回
復
す
る

ま
で
支
援
し
て
下
さ
っ
た
数
え
切
れ
な

い
程
の
方
々
に
今
後
も
暖
か
く
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
と
も
に
歩
み
続
け
て
欲
し

い
と
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

突
然
の
発
病

今
か
ら
十
一
年
程
前
の
平
成
五
年

の
三
月
、『
送
っ
て
く
れ
な
く
て
も
良

い
ヨ
』
と
我
家
か
ら
二
キ
ロ
と
離
れ

て
い
な
い
函
館
空
港
か
ら
、
長
身
の

ジ
ー
ン
ズ
姿
で
、『
語
学
と
世
界
史
を

勉
強
し
て
国
際
人
に
な
る
ん
だ
』と
胸

を
張
っ
て
娘
の
織
絵
は
信
州
へ
と
旅

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

信
州
大
学
人
文
学
部
一
年
の
秋

に
、
突
然
の
発
病
で
し
た
。
二
ヵ
月

後
に
は
飲
み
込
み
不
能
と
な
り
気
管

切
開
、
Ｉ
Ｖ
Ｈ
を
経
て
経
鼻
栄
養
と

な
り
ま
し
た
。
娘
に
残
さ
れ
た
の
は
、

『
個
性
だ
け
』
と
、
宣
告
さ
れ
ま
し

た
。
信
大
付
属
病
院
第
三
内
科
（
神

経
内
科
）
入
院
中
の
八
ヶ
月
間
、
並

び
に
故
郷
の
函
館
へ
転
院
し
、
市
立

函
館
病
院
神
経
内
科
で
の
八
ヶ
月

間
の
入
院
生
活
に
つ
き
ま
し
て
は
割

愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
在
宅
生
活
に

備
え
て
の
、
カ
ニ
ュ
ー
レ
や
マ
ー
ゲ
ン

チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
手
順
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
立
病
院
の
ド
ク
タ
ー
と
ナ
ー

ス
に
教
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
医
療
行
為
は
母
で
あ
る
私
の
強
い

希
望
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

辛
い
辛
い
苦
し
い
絶
望
的
な
入
院

生
活
を
終
え
ま
し
て
、
在
宅
に
入
り

ま
し
た
の
が
平
成
七
年
二
月
。
織
絵

二
十
一
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
し
て

お
り
ま
し
た
。
私
共
夫
婦
の
全
て
を

（
と
は
言
い
ま
し
て
も
何
を
ど
う
す

る
の
か
は
未
定
で
し
た
が
）
と
に
か
く

娘
の
回
復
の
為
に
の
み
捧
げ
て
生
き

て
行
こ
う
と
心
に
決
め
て
の
在
宅
生

活
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

病
名
は
多
発
性
硬
化
症
の
劇
症
型

と
告
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
後

の
平
成
十
一
年
七
月
に
、
信
大
の
関

島
ド
ク
タ
ー
に
よ
り
、
新
た
な
病
名

（
同
心
円
硬
化
症
）
＝
Ｂ
a
l
o
病

で
あ
る
と
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

P
E
G
と
の
出
会
い

発
病
か
ら
五
年
が
経
過
し
ま
し
た

平
成
十
年
の
夏
に
、
信
大
の
最
後
の

主
治
医
で
あ
り
、
か
つ
、
函
館
ま
で

転
院
さ
せ
て
下
さ
っ
た
、
先
に
述
べ
ま

し
た
関
島
ド
ク
タ
ー
に
よ
り
、初
め
て

『
胃
ろ
う
』
に
替
え
て
み
て
は
・
・
・

と
い
う
お
手
紙
と
資
料
と
ビ
デ
オ
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
Ｐ
Ｅ

Ｇ
と
の
出
合
い
で
あ
り
希
望
で
あ
り
、

模
索
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
、

『
Ｐ
Ｅ
Ｇ
』
に
関
す
る
情
報
を
得
る

事
は
出
来
ず
、
関
係
す
る
書
籍
等
も

入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
お
り
ま

し
た
。
や
っ
と
日
本
多
発
性
硬
化
症

の
前
事
務
局
長
さ
ん
で
あ
る
三
好
様

よ
り
、
織
絵
と
同
じ
年
頃
の
娘
さ
ん

の
Ｍ
子
さ
ん
が
『
胃
ろ
う
』
を
施
術

さ
れ
た
栃
木
県
の
Ｋ
様
を
紹
介
さ
れ

ま
し
て
何
度
か
交
信
が
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｍ
子
さ
ん
の
経
過
が
思
わ
し
く

な
い
様
子
と
の
こ
と
で
、
慎
重
に
な
る

よ
う
に
、
賛
成
し
か
ね
る
と
の
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。

暗
中
模
索
の
う
ち
に
二
年
以
上
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
、
国

際
Ｍ
Ｓ（
多
発
性
硬
化
症
）支
援
基
金

日
本
支
部
Ｍ
Ｓ
キ
ャ
ビ
ン
代
表
で
あ

り
、
同
病
の
中
田
様
よ
り
、
鈴
木
裕

先
生
の『
お
な
か
に
小
さ
な
口
─
Ｐ
Ｅ

Ｇ
』
を
送
っ
て
頂
い
た
時
に
は
、
こ
れ

こ
そ
が
私
達
夫
婦
の
探
し
求
め
て
い

た
も
の
と
、
興
奮
し
た
も
の
で
し
た
。

と
同
時
に
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
い
う
強
い
味
方
も
で
き

ま
し
て
、
事
務
局
と
の
メ
ー
ル
交
信

が
始
ま
り
、
数
本
の
ビ
デ
オ
も
送
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
何
と
し
て
も
娘
の
織

絵
を
、
鼻
の
管
か
ら
解
放
さ
せ
て
あ

げ
た
い
！

や
っ
と
『
Ｐ
Ｅ
Ｇ
』
に
向
け
て
の
織

絵
独
自
の
具
体
的
な
計
画
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

十
三
年
の
春
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
そ
の
頃
の
娘
は
、
口

を
十
分
に
開
け
ら
れ
る
程
に
は
回
復

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
週
訪

問
し
て
下
さ
っ
て
い
る
金
井
内
科
、
な

ら
び
に
西
部
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ナ
ー
ス
さ
ん
た
ち
に
数
種
類
の

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
用
意
し
て
戴
き
、
そ

れ
を
く
わ
え
る
練
習
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
市
立
函
館
病
院
の
神

経
内
科
外
来
を
数
度
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
て
、
丸
尾
ド
ク
タ
ー
の

許
可
も
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
季
節
と
体
調
に
合
わ
せ
た

最
も
良
い
時
季
で
あ
り

ま
す
平
成
十
四
年
五
月

に
、
函
館
市
医
師
会
病

院
の
鎌
田
ド
ク
タ
ー
に
よ

り
施
術
し
て
頂
け
ま
し

た
！
織
絵
二
十
八
歳
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

『
Ｐ
Ｅ
Ｇ
』
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
て
か
ら
何

と
四
年
近
く
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た

が
、
娘
に
と
り
ま
し
て
は
、
不
可
欠
の

期
間
だ
っ
た
の
で
は
と
考
え
て
お
り
、

最
も
良
い
時
期
に
施
術
し
て
頂
け
た

と
納
得
し
、
喜
び
と
感
謝
の
気
持
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
八
年
以
上
に
及
ぶ

マ
ー
ゲ
ン
チ
ュ
ー
ブ
と
の
お
付
き
合
い

で
し
た
が
、
今
で
は
忘
却
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

交
換
・
リ
ハ
ビ
リ
も
順
調

施
術
後
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
相
談
室
を
参

考
に
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
訪
問

看
護
師
さ
ん
に
も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
達

に
も
驚
か
れ
る
程
に
、
ト
ラ
ブ
ル
皆
無

の
状
態
が
一
年
位
経
過
し
ま
し
た
頃

に
、
保
健
士
さ
ん
か
ら
、
キ
ッ
ト
交
換

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
二
十
四

時
間
ほ
ぼ
付
き
っ
き
り
で
介
・
看
護
し

て
い
る
私
の
目
か
ら
見
ま
し
て
、
腹
部

内
で
何
ら
か
の
異
状
が
起
き
て
い
る
様

に
は
見
受
け
ら
れ
ず
に
お
り
ま
し
た

が
、
皆
様
方
の
ご
意
見
等
考
え
合
わ
せ

ま
し
て
、
再
び
娘
の
体
調
と
季
節
を
選

び
、
平
成
十
五
年
十
月
、
前
回
と
同

じ
く
鎌
田
ド
ク
タ
ー
に
よ
り
、
内
視
鏡

に
て
抜
去
交
換
し
て
頂
き
ま
し
た
。一

年
五
ヶ
月
間
の
初
回
キ
ッ
ト
使
用
で
し

た
。
そ
の
間
の
経
過
で
す
が
、

㈠
肉
眼
で
は
全
く
劣
化
を
認
め
ま
せ

ん
と
ド
ク
タ
ー
の
説
明
を
受
け
、
記

念
に
交
換
済
み
キ
ッ
ト
を
頂
い
て
き

ま
し
た
。

㈡
ド
ー
ム
と
ス
ト
ッ
パ
ー
と
の
間
隔

が
初
回
三
セ
ン
チ（
−
）→
今
回
二
セ

ン
チ（
＋
）と
な
り
ま
し
た
。

㈢
毎
日
お
湯
洗
浄
し
て
お
り
ま
し
た

患

者

・

家

族

体

験

記

No.6

岩
田
ひ
ろ
子
（
函
館
市
在
住
）

P
E
G
は
最
高
！

ちょっと寒いのでカーディガンを前から
掛けていますが、お顔がキリリとして良
いナ〜と思いました。
後ろでヘルパーさんが支えて下さってます。

岩
田
ひ
ろ
子
さ
ん
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
タ
イ
ト
ル
の

体
験
記
を
寄
稿
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

発
病
か
ら
11
年
を
経
た
今
、
順
調
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
娘
、
織
絵
さ

ん
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
の
出
会
い
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チューブ型バンパー20Fr
１年５ヶ月使用

織
絵
さ
ん
へ
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
ケ

ア
の
賜
物
か
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

カ
テ
ー
テ
ル
！
で
も
、
一
般
的
な
交

換
時
期
も
頭
に
入
れ
て
お
い
て
下
さ

い
ね
。
交
換
時
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

た
め
に
も
。 編

集
部
よ
り
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編集後記

登録医療機関へのお願い　〜「ＰＤＮ通信」定期購読について〜
ＰＤＮ（ＰＥＧドクターズネットワーク）は、胃ろうと栄養の公正な情報提供を行う特定非営利活動法人です。
ＰＤＮの運営は、「ＰＤＮ通信」、「胃ろう手帳」、「ホームページ」その他各種出版の事業収益によって支えられております。
現在、登録医療機関各位には、「ＰＤＮ通信」の年間定期購読をお願いし、ＰＤＮの運営をご支援頂いております。
定期購読料は別記のとおり、送付部数により3種類が設定されております。何卒、ご高配賜りたく、宜しくお願い
申し上げます。

2月末、池袋の書店で行われたトークセッション「私が
在宅介護するしかなかったワケ」に顔を出した。6号に体
験記をご寄稿いただいた小山朝子さんと、ゲスト菅原由
美さん（5号でご登場いただいた訪問ボランティアナース
の会キャンナス代表）のトークに参加者からの質問や意
見も交え、あっという間の２時間（実は、ここでPDN通信
を配布させてもらったのである）。

病院ではカバーできない在宅介護の良さがある一方、
介護者の不安や負担が軽減される社会的なサポートシス
テムがなければ、その継続は難しい。今号で取材した東
京女子医大のように、病院からかかりつけ医への橋渡し
をするチームは非常に心強い存在だ。地域ごとに、それ
を誰が担うかは異なるのかもしれないが、『介護の社会
化』は、この調整チームにかかっているといっても過言で
はないだろう。

介護保険の見直しと併せ、介護現場での栄養投与法の
選択と実施がどのように行われているのか、今後も追っ
ていきたいと思う。

（岡崎佳子)

第10 回　関西ＰＥＧ研究会
日　　　　時 ：平成 16 年 6 月 19 日（土）午後 2 時〜 6 時
場　　　　所 ：大阪ビジネスパーク　MID シアター
  大阪市中央区城見 2-1-61
当 番 世 話 人 ：（財）日本生命済生会付属日生病院外科　井上善文
プ ロ グ ラ ム ：①一般演題（公募） PEGに関する演題
  ②ミニレクチャー 小児に対するPEGのコツ
	 	 	 PEG挿入部管理のコツ
	 	 	 経腸栄養剤選択のコツ
  特別講演　　
申し込み要項 ：演題名、所属、演者名と和文 400 字程度の要旨を下記まで
  送付してください。郵送、FAX および E-mail にて受け付けます。
演題受付締切 ：平成 16 年 4 月 23 日（金）必着
発 表 方 法 ：PC （Windows のみとさせていただきます）
演 題 送 付 先 ：〒 550-0012  大阪市西区立売堀 6-3-8
  （財）日本生命済生会付属日生病院外科
  第 10 回 関西経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）研究会事務局

井上善文
  TEL：06-6543-3581　FAX：06-6432-6481
  E-mail：inoue.yoshifumi@nissay-hp.or.jp

BOOK　SHELF
｢泣いて暮らすのも一生　笑って暮らすのも一生｣

照川貞喜・著　岩波書店（1600円＋税）
｢ＰＥＧへのご案内｣（ＰＤＮ発行￥500）やホームページでおなじみの、照川貞喜（てるかわ

さだよし）さんが、昨年岩波書店より｢泣いて暮らすのも一生　笑って暮らすのも一生｣という
タイトルのエッセイ集を上梓された。1989年に神経難病のＡＬＳを発病、1991年に人工呼
吸器をつけ、1996年には胃瘻を造り、現在千葉県勝浦市の自宅で在宅療養を続けている63歳。

照川さんのモットーは｢病とみちづれ｣「体は不自由でも、心は自由」。そのエッセイは、過
酷な神経難病を背負っているとは思えないほど、気負いがなくユーモアあふれる内容ばかり。
自宅での危なかった体験すら笑い話のように語ってしまう。｢泣いて暮らすのも一生、笑って
暮らすのも一生、それならば笑って暮らしたほうが楽しいや｣と、1999年からは頬につけた光
センサースイッチを貼り付けて障害者用パソコン｢伝の心（でんのしん）｣とフル回転する頭脳
を駆使し、エッセイの執筆、メール交換、旅行、講演など、多くの人と交流をもつ。

照川さんはメールを使って囲碁にも挑戦、1998年には5段を取得している。身体も声も自由にならないからとあ
きらめず、本人のやる気と少しの工夫があれば達成できるものはある、と言う。「みちづれになったのは（ＡＬＳより）
私のほうが先」という妻・恵美子さんも、体は病に冒されても心は冒されず、健康な人の中にも堂々と入っていく照
川さんにエールを送る。対等に喧嘩もするそうで、『今の夫を見ていると、惨めで可哀相と思う心の痛み、つらさは自
分たちが感じることで、そういう思いを自分たちがしたくないという自分勝手な理屈であったのだと反省させられ
る』と記している （これは「胃に穴を開けてまで…可哀相！」と胃瘻を拒絶する理屈にも通じるのではないだろうか）。

本書の帯に書かれた紹介文「へこんでいるときこそ読みたい」は、まさにそのとおり。改めて、生きていることへの感謝と
生きていくことへの勇気を思い起こさせてくれる1冊である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集部・岡崎佳子）

VIDEO　SHELF
｢往診医がおしえる胃ろうの正しい在宅管理法｣

監修：小川医院（金沢市）院長　小川滋彦先生　（1000円：送料込み）
製作・問合せ：株式会社メディコン http://www.peg.gr.jp/productinfo.html
 電話：06-6203-6546　Fax：0120-606-448（フリーダイヤル）
内　容： 1胃ろうカテーテルに野管理について　2 スキンケアについて　3 栄養剤の注入について
 4 胃ろうカテーテルの種類　5 トラブル時の対処法①　6 トラブル時の対処法②

皆様こんにちは、平成の一休さんです。
さて、本紙創刊号より「在宅医療の現場から」を連載中の小川滋彦先生が、「往診医がおしえる胃

ろうの正しい在宅管理」というビデオを作られました。これから胃ろうを造設しようとしている人、
或いはすでに造設されている方々向けに、実に判り易くきめ細かい解説がなされております。

今回のビデオでは、小川先生が直接ご担当されているPEG患者さんの往診時に、どのように患者・家族の皆様と
対処されているかをカテーテルの種類ごとに操作方法を解説してあります。微にいり細にいりご説明なさるので、小
川先生の持ち味が充分発揮されていました。特に一番印象に残りましたのは、画面一杯に溢れる小川先生の優しく温
かな人柄です。又、手技の場面では人一倍手先の器用さを特筆すべきと感服しました。更にキット別に、取り扱い方
法・注意点・実際のトラブル症例の対処方法・嘔吐や漏れ対策等実践的な対処方法が手取り足取りきめ細かなこと
をゆっくり口調で判り易く編集されておりましたので、初心者の方々でもベテランの方でも【座右のビデオ】になる
と確信致します。ぜひ一度ご覧下さい。合掌三拝　　　　　　　　　　　　　（臨済宗/妙心寺派/桂雲寺　西宮宗春）

1本1,500円
送料込

価　格

製造・発売
 
 TEL 03-6228-3611

長さは50cmと75cmの2種類

「
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Ｎ
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…
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間
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０
円
）・
10
部（
同
４
０
０
０
円
）・
20
部（
同
７
０
０
０
円
）を
ご
指
定
の
上
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ（03-6228-3611

）・
Ｆ
Ａ
Ｘ（03-6228-3730

）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
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に
て
お
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込
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。


